
『
直
指
伝
』
翻
刻
と
考
察

1

『
三
冊
子
』
を
視
野

に
入
れ

つ
つ
の
再
評
価
ー

復

本

一

郎

置

指
伝
』
な
る
俳
論
書

が
あ
る
。
安
永
甲
午

(三
年
)
五
月

の
紫

江
坊
栢
舟

の
序
、
同
年
同
月

の
二
柳
庵
三

四
坊

の
蹟
を
付

し
て
、

安
永

四
乙
未
年

(
一
七
七
五
)
正
月

に
刊

行
さ
れ

て
い
る
.
出
版
書
騨

は
、
京
寺

町

二
条

下

ル
町

.
野
田
治
兵
衛
、
江
戸
室
町

三
丁
目

.

須
原
市
兵
衛
・
大
坂
心
斉
橋
南
壼
丁
目

右

原
茂
兵
衛

の
三
書

讐

合
梓
)

で
あ
る
。
従
来

「
『
三
冊
子
』

か
、b
剰
窃

し
た
跡
が
多

い
」

(昭
和

三
+

二
年
刊

『
俳
糞

辞
典
』
の
尾
形
仇
氏

に
よ

る

『俳

謹

指
伝
』
の
項

)
、

「
大
半

は

『
三
冊
子
』
か
ら

の
到
窃

で
あ

る
」

(平

成
七
年
刊

『
俳
文
学
大
藍

ハ』

の
東
聖
子
氏

に
よ
る

『
俳
譜
直
指

伝
』

の
項
)
等
、

そ
の
評
価

蛙

.同
く
な

い
。
小
稿

で
は
、
特

に

『
三

冊
子
』
と

の
か
か
わ
り
を
視
座

と
す
る

こ
と

に
よ

っ
て
、
俳
論

書

と
し
て

の

『直
指
伝
』
の
再
評
価
を
試

み
ん
と
す
る
も

の
で
あ
る

(結

論

を

先

取

り
し

て
述

べ

て
お

く

な

ら
ば

、

本

文

の
正

確

さ
、

内

容

の
的

確

さ

に

お

い

て
、

『
三

冊

子

』
解

読

に
資

す

る

ζ

」
ろ

、

す

こ

ぶ
る
大

で
あ
る
と
言
え

る
の
で
あ
る
)
。

ち
な

み
に
・
板
本

『
三
冊

子
』

は
、
安
永
五
丙
申
年

(
一
七

七
六
)

の
半
化
房

閲
更

の
序

を
付

し
て
出
版

さ
れ
て

い
る
が
、
刊
記

は
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記

さ
れ
て

い
な

い
.
出
版
童
日
覆

、
江
戸

.
西
村
源
六
、
伊
州

・
内
神

屋
三
四
郎
、
京

・
井
筒

屋
庄
兵
衛
・
野
田
治
兵
衛
・
西
村
市
郎

右
衛

門
、
士
、
田
九
郎
右
衛
門

の
奎

臼
攣

あ
る
.
野
田
治
兵
衛

は
、

置

指
伝
』
と

『
三
冊
子
』
の
両
書

の
出
版

に
か
か
わ

っ
三

る
わ

け

で
あ

る
.

た

だ

し

.、
の
安

、永
五
年

版

(あ

る

い
は
、
刊

行

は
、

六
年

か
)

三

冊

子
』

の
板

木

は
、

「
為

謎
祝

融

唇

所

奪

ハ・
」

(瑞

馬

の
蹟
文
参
照
)
、
す
な
わ
ち
、
板
木

が
火
災

に
よ

っ
て
焼
失

し
、
享
和
元
年

(
一
八
〇

一
)
辛
酉
春
、
再
刻
版
が
・
生

々
庵
瑞
馬

の
蹟

文
を
新
た

に
付
し

て
刊
行

さ
れ
、

.、
の
書

が
大

い
に
流
布

し
た

の
で
あ

っ
た
.
享
和
版

三

草
紙
;

三
冊
子
』
)
の
出
版
書
讐

・
大

坂
心
斉
霧

.
奈
良
屋
長
兵
衛
、
京
寺

町
押
小
路

上

ル

・
謹

治
兵
衛

、
井
筒
屋
庄
兵
衛

、
同
三
条
寺
町
西
江
入

.
菊
舎
太
兵
衛

の
四
皇
嗣

騨

で
あ

る
。

享

和

版

は

、
安

永

版

を
板

下

と
し

て
、
か襟
せ醗

し

た

も

の

で
あ

る
。

す

な

わ

ち
、

三

冊

子
』
が
板

本

に

よ

っ
て
流
布

し

た

の
は
、

ま
ず

は
安

永

五
年

(
}
七
七

六

)
、

な

い
し
六
年

の

こ
と

で
あ

り

・

置

指

伝

』

の
刊

行

よ

2

両

年

遅

れ

て

い
る

と

い
う

.」
と
な

の

で
あ

る
.

と

い
う

こ

と

は
、

『直

指

伝

』

は

・

『三

冊

子
』

の
内

容

の

一
部

を
、
剥
窃

か
否
か
は
し
ば
ら
藷

≦

」
と

に
し

て
も
、

い
ち
は
や
く
不
特
定
多

数

の
読
者

に
伝

え
た
と

い
う
こ
と
で
あ
り
・

こ
の

一
点

の
み
に
お

い
て
も
、
+
分

に
評
価

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
.
加
え

て
、
そ

の
本
文
、
内
容

が

い
か
に

三

冊
子
』

の
解

読

に
有
効

で
あ
る
か
を
、
本
文

の
翻
刻
、
紹
介

の
後

に
述

べ
て
み
る
こ
と
に
し
た

い
。

糊

擁

だ

っ
て
、
板
本

置

指
伝
』

皇

.
畢

私

の
架
桑

に
よ

っ
て
簡
単

に
記
し

て
畜

.
『
直
指
伝
』
・
半
紙
本

(雛

三

.

一
糎

、
横

+
五

.九
糎
二

冊
。
序

二
丁
、
目
録

二
丁
、
遊
び
紙

二
丁
、
本
文

三
+

丁
、
竺

丁
、
刊
記

・
表
紙

は
・
櫨
だ
色

に
芭
華

だ

い
せ
ん

の
空
押
し
爆

。
馨

は
、
中
央
に
紅
梅
色
後
鷺

枠
無
し
短
冊

(縦
+
五
糎
、
横
三

三

糎
)
で
貼
付
墨

書
・
置

指
伝

全
L
・

内
題

「俳

譜
直
指
伝
」
。

そ
.」
で
翻
刻

で
あ
る
が
、
翻
刻

に
あ
た

っ
て
は
、
表
記
を
原
則
的

に
現
行

の
字
体

に
改

め
、
筆
者

に
よ

っ
て
句

読
点
・
濁
点
・
振
り

仮
名

、
傍

占
…等
を
施

し
た
.
原
本

に
も
、

一
部

に
濁
点

、
振

り
仮
名
が
施

さ
れ

て

い
る
が
、
そ
れ
ら
と
私

に
施

し
た
濁
点
・
振
り
仮
名
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と

の
区

別

は
、

煩
雑

さ

を
避

け

て
、

便

宜

、

私

に
通

し
番

号

を
付

し

た
。

あ

え

て
し

な

か

っ
た
。

た
だ

し
、

片

仮

名

の
振

り
仮

名

は
原

本

の
も

の

で
あ

る
。

章

段

の
頭

に
、

一

『直
指
伝
」
本
文
の
翻
刻

直
指
伝
序

マ
シ

ロ
シ

ア
メ

ウ
シ

い
で
や

、

物

の
多

く

類

ひ
せ

る
中

に
も

、

扶

石

は
、

玉

に
似

て
、

玉

に
は
あ

ら

ざ

る
也

。

薫

牛

の
黄

な

る
は
、

虎

に
似

て
、

虎

に
は

あ

ク
サ

お
の
お
の

ら
ざ

る
な

り
。
才

は
人
を
も

て
殊

な
れ
ば
、
は
せ
を

の
翁

の
示
し
給

ふ
け
る
種
く

の
こ
と

〉
ひ
も
、
門
人

各

み
つ
か
ら
の
か
う
が

へ

ま
じ

ヘ

モ

へ

を
雑

て
録

し
、

己

が

む

き

/
＼

の
家

の

つ
た

へ
と
な

せ
ば

や

、
村

肝

の
心

の
く

ま

の
百

く

ま

を
、

か
ぎ

ろ
火

の
ほ

の
か

に
も

、

翁

の
書

く
だ
り

あ
め

に
は
似

て
、

翁

の
意

に

は

あ

ら

ざ

る

な

り
。

し

か
し

て
よ

り
、

後

の
人

は
、

才

降

、
世

推

遷

て
、

編

る
書

ど

も

沢

に
あ

り

と

い

ゑ

ど

す
く
な

も
、

見

る

に
た

る
物

鮮

し

。

さ
れ
ば

こ
そ
翁

の
伝

へ
給

し

書

、

且

ッ
自

ら
著

し

給

ふ
書

は

、

い
と
得

が

た

く
、

誰

も
見

ま
く

ほ
し

き

わ

こ
の

お
か

よ
む

ざ

な

れ
。

此

一
巻

は
、

み
ち

の
く
須

賀

川

て

ふ

む

や
や

ち

な

る
晋

流

の

ひ
め
置

れ

し
を

、

僕
が

若

か
り

し
年

ご

ろ
、

読

こ
と

を

ゆ

る

さ

ウ
ツ

れ
、

伝

へ
謄

し
侍

り

ぬ
。
普

流

は
、

其

角

の
門

人

な

り
。

晋
嬰

云
、

こ

の
書

は
、

翁

世

に

い
ま

そ

か
り
け

る
時

、

其
角

、
嵐

雪

が

と

も

と
き

き
き

う

ち
が

な
ほ

さ
づ
け

が

ら

に
、

口
つ

か
ら

説

給

ふ
事

ど

も

を
聞

得

る

こ

と

の
差

ひ
も

や

す

る

と
、

猶

う

ら

も

と

な

く

お

ぼ
し

、

み
つ

か

ら
書

し

て
授

給

ふ
、

ツ
テ
ゴ
ト

と

な

り
。

そ

れ

よ
り

こ

の

か
た

梓

に
行

は

ん

と

お

も

ひ
し

か
ど

、
晋

隻

の
伝

言

と

い

へ
ど

も

、

己

が
を

う

か
な

る
意

も

て
極

め
か

ね
、

ウ
カ

そ

し
り

タ
ヅ

キ

こ

こ

ア

マ
タ

ヘ
ヒ

且

。
あ

だ

し
名

を

、

佑

の
識

を

は
ち

し

ら

ひ
、

跡

状

も

し

ら

に
年

を
経

ぬ
。

愛

に
我
友

二
柳

庵

、

こ

の
書

を
読

こ

と
数

回
、

か
く

て

云
、

こ
の

カ

ラ

ス

サ
ミ

此

書

は
文

の
髄

を

飾

ら

ず

、

ま

た
其

、

嵐

の

二
子

の

口

実

に
あ

ら

ず

、

心

ま

め

や

か

に
、
清

き
水

の
流

れ

て
、

石

を

あ

ら

ふ
が

ご

と

あ
つ
さ

し

。
翁

の
自

ら
筆

を

と
ら

し

て
、

記

し

た

ま

ふ

に
疑

ひ
な

き

物

な

り
。

を

し

む

べ
し
、

玉

を

渕

に
潜

め

ん

こ
と

を

。
我

請

.
得

て
梓

に

ち
り
ば

鎮

め
、
同

じ
志

な

る
人

/
＼

お
し

ひ

ろ

め

ん
。
此

端

を

記

せ

よ

と
、
あ

や

に
求

め
ら

る
。
僕
、
文

に
拙

く

、

い
な

め

ど
も

、
ね
も

ご

ろ

に
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ヘトも

ハ
ヤ

ヨ
ス

ガ

こ
の

ナ

ツ
キ

吹

挙

せ
ば

、
げ

に
や

晋
嬰

の
意

に
も

か

な

は

め
、

と
庵

主

の
言

を
因

処

と
し

て
、

終

に
う

け

ひ

に

た

り
。

此
書

、

も

と
標

題

を

記

さ

れ

な

ら

タ

へ

ず
。
巻

の
中

に
直
指

の
文
字

も
あ

れ
ば
、
素
書

に
傲

ひ
、

こ
を
直

に
題
目

と
し

て
、
伝
来

の
由
縁
を
、
聞

る
ま

～
に
し

る
す
こ
と
し

か

な
り
。

安
永

甲
午

五
月

紫
江
坊
栢
舟
誌
圃

俳
譜
直
指
伝
目
録

1235476
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変
化
之
事

俳
譜
濫
膓

連
歌
の
式
権
輿

俳
譜
字
義

変
風
俳
譜
の
弁

誹
言
の
弁

心
の
俳
譜
詞
の
俳
譜
の
弁

俳
譜
式
の
事

恋
旅
の
句
の
事

本
歌
用
捨

本
歌
を
取
と
証
歌
に
引
と
差
別
の
事
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1918171615141312

輪
回
の
事

等
類
の
事

切
字
の
事

文
章
の
事

句
合
判
者
の
事

懐
紙
表
裏
用
捨
の
事

一
巻
句
容
の
事

賦
物
の
事

俳
譜
直
指

伝

芭
蕉
庵
桃
青
述

謂
鴎
埆
瀟
諜

1

変
化

の
事

大
を

い

へ
ば
天
地

の
変
化
、
小
を

い

へ
ば
人
間

の
盛
衰
、
俳
譜

に
も
古
今

の
変
化
あ

り
。

一
巻

は
小
天
地

の
変
化

に
し

て
、
百
韻
百
色

な
り

に
か
は
り
、
流
行
す

る
也

。
文
章

と

い
ふ
も
変
化

の
上
手

に
う

か
ぶ
を

い
ふ
。
或

は
虚
、
或

は
実

、
自
在

に
優
游
す
。
歳
次

に
寒
暑
な

き
と
き
は
、
陰
陽
欝
滞
し

て
万
物
生
ぜ
ず
。
食
物

も
五
味
を
和

せ
ず
ば

、
人
を
や
し
な
ふ
事
あ
た
は
ず
。
人

の
行
事
も
僻

ご
と
あ

る
を
、

調
諫

せ
ず
ば
和

す
る
事
な
し
。
左
伝

に
斉

の
曼
子

の
和

と
同

と
の
格
言
あ
り
。
は

い
か

い
の

一
巻

も

か
く

の
ご

と
し
。
人
よ
き
句

を
せ

ば
、

や
り
句

に
て
変
化
す

べ
し
。

ひ
た

ぶ
る

に
変
化

す
る
こ
と
に
も
あ
ら
じ
。
年
中

の
変
化

の
毎

年
同
じ
き
が
ご

と
し
。
強

て
奇
異
を

も
と
む

べ
か
ら
ず
。
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ら
ん
し
や
う

2

俳
譜
の
濫

膓

オ

ガ

ミ

メ

カ

ミ

オ

ノ

コ

ロ

シ

マ

ま
つ

ウ

マ

シ

ァ

ヒ

俳
譜

は
、
歌
な
り
。
歌

は
、
天
地
開
關

の
時

よ
り
お
の
つ

か
ら
あ
り
。
陽
神
陰
神
、
畷
駅
盧
嶋

に
天
降

ま
し
て
、
先
陰
神
、
喜

哉
遇
コ
可

ヲ

ト

コ

ヲ

ト

メ

と
な

へ

美
少

男

一
と
宣

ふ
。

陽

神

は
、
喜

哉

遇

コ
可
美

少

女

一
と
唱

給

へ
り
。

是

は
歌

と

し

も

な

け

れ

ど
も

、

心

に
念

ふ
事

、

言

に
出

る
所

は
、

す
な
わ
ち

な
り

す
さ

の

を
の
み
こ
と

則

歌
な
り
。
故

に
、
是

を
歌

の
始
と
す
る
也
。
神
代

に
は
文
字

の
数
も

さ
だ
ま
ら
ず

、
人

の
世

と
な
り

て
、
素
蓋
鳥

尊

よ
り
ぞ
三
十

な

り

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

一
文
字

と
な
れ
る
と
也
。
猶
、
古
今
集

の
序

を
見

る

べ
し
。
素
蓋
雄
尊

は
、

天
照
太
神

の
兄
な
り
。
女

と
住

た
ま
は
ん
と
て
、
出
雲

の

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

国

に
宮
造

り
し
給

ふ
時

に
、
其
処

に
八
色

の
雲

の
た

つ
を
見

て
よ

み
給

へ
る
な
り
。

八
雲

た

つ
い
つ
も
や

へ
垣

つ
ま
こ

め
に

や

へ
垣

つ
く
る
そ

の
や

へ
が
き
を

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

や

ま

と

た

け

の

み

こ

と

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

エ

ゾ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヒ

タ

カ

ミ

ク

ニ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

日
本
記
を
按
ず

る

に
、
景
行

天
皇

四
十
年
冬

十
月
、
日
本
武

尊

東
征

し
給

ふ
。
蝦

夷
す

で
に
平

ら
ぎ
、
日
高
見
国

よ
り
帰
り
給

ひ
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヒ

ト

モ

ヘ

ヘ

ミ

ケ

ヘ

ヘ

へ

も

つ
て

サ

ム

ラ

ヒ

ヒ

ト

常

陸

を

経

て
、

甲
斐

に
到

り
、

酒

折

の
宮

に
居

た

ま

ふ
時

に
、

挙

燭

し

て
進
食

せ

ら

る

。

こ

の
夜

、

歌

を

以

侍

者

に
問

て
日

へ
に

ひ

モ
ロく

サ
ム
ラ
ヒ
ヒ
ト

ヒ
ト
モ
シ

う
た
ひ

ば

り

つ
く
ば

を

す
ぎ

て

い
く

よ

か

ね

つ
る
。
諸

侍

者

、
答

る
事

あ

た

は
ず

。
時

に
乗

燭
者

在

て
、
御

歌

の
末

に
続

て
歌

て
日

へ
か

・

ヘ

ヘ

ヘ

へ

す

な

は

ち

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

サ

ト

キ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ア

ツ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

こ

れ

な

べ
て
よ

に
は
こ

〉
の
よ
ひ
に
は
と
を

か
を
。
即

乗
燭
人

の
聡

明

こ
と
を
誉
給

ひ
て
、
膜
く
め
ぐ
み
た
ま
ふ
。
釈

日
本
紀

に
云
、
是
連

歌

の
濫
膓
な

り
。

業
平

、
伊
勢
国

か
り

の
使

の
時

に
、
斉
宮
、

か
ち
人

の
わ
た
れ
ど

ぬ
れ

ぬ
え

に
し
あ

れ
ば

と

い
ふ
句

に
、

ま
た
あ

ふ
坂

の
関

は
越

な
ん

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

其
盃

に

つ
い
松

の
す
み
し

て
歌

の
末
を
書

つ
け
る
と
な
り
。
是
等

は
、
正
し

き
連
歌

の
は
じ
め
な
る

べ
し
。
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け
ん

よ

3

連
歌
の
式
の
権
輿

セ
ウ
リ

ン

後
鳥

羽
院

の
御
宇
、
禅
阿
弥
法
師

小
林
、
連
歌

の
去
嫌
、
其
外
句

の
法
式

を
作

れ
り
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

目
を
為
家
卿
作

り
た
ま
ふ
。
禅
阿
弥

の
作

れ
る
法
式

は
聯
句

の
法
よ
り
取
し
と
な
り
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

其
後
九
十
年

ほ
ど

へ
て
、
建
治

二
年

に
連
歌
式

4

俳
譜
字
義

な
リ

マ
ザ

つ
け

黄

門
定

家

卿

の
云
、

利

口
也

。

物

を

証

む
き

た

る

意
成

べ
し
。

心

な

き
物

に

ご

〉
ろ
を
付

、

物

い
は

ぬ
も

の

に
物

い
は

せ
、

利

口

し

た

る
体

な

り

。

タ

ハ
ム

レ

ヤ

ワ
ラ
グ

韻

学

な

ど

に
も

、
鄭

啓

が
詩

語

、

多

く

俳

譜

と

い

へ
り
。

俳

は
戯

な

り
、

譜

は
和

な

り
。

唐

に
も

た

は
れ

て
作

れ

る
詩

を

俳

譜

と

い

ふ
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ナ

メ

ラ

カ

な

リ

ヘ

ヘ

バ
カ

ル

ナ

リ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

な

り

ヘ

ヘ

ヘ

ノ

ミ

ク

チ

ヘ

ヘ

へ

な

り

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

滑

稽

と

は
、
滑

は

瀦

也

、
稽

は

計

也

。
酒

器

の
名

也

。
和

語

の
母

口

の

こ
と
也

。
滑

稽

、
猶

俳

譜

と
も

い

へ
り
。
漢

の
東

方
朔

、
本

な
ぞ

朝

の

一
休
和
尚
な
ど
、
其
人
な
り
。
古
今
集

に
ざ

れ
歌
を
俳
譜

と
定

む
。
是

に
准
ら

へ
て
、
連
歌

の
た

ゴ
ご

と
を
俳
譜

之

連

歌

と

い

ツ
ラ
ネ
ウ
タ

ふ

。
5

変
風
俳
譜
の
弁

タ

ハ
ル

世

に
俳

譜
と

い
ふ
こ
と
は
じ
ま
り
て
、
代
く

利

口
の
み
に
嬉

游

る
故

に
、
其
名
世

に
高

し
と

い

へ
ど
も
、
如
何

に
ぞ
世

人
詞

の
み
を

い
る

あ
そ
ぶ

か
る

も

つ
て
か
し

こ
き
道

に
入

べ
け
ん
や
。

予
、

こ
の
道

に
游

こ
と
三
十
余
年
、
初

て
其
実
を
得

た
り
。
名

は
往

昔

の
誹
諮

を
仮

と

い

へ
ど

、

、

猷

の

、

、

、

、

、

、

、

も

、

心

は
往

昔

の
俳

譜

に
あ

ら
ず

。

さ
れ
ば

、
俳

譜

の
名

は
伝

は
り

て
、

其

こ

〉
ろ

を
用

ひ
ず

代

/
＼

空

し
く

推

遷

る

こ
と

は
、

い
か

ヘ

ヘ

へ

こ

こ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

モ

ト

メ

ヘ

ヘ

へ

ま

た

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

サ

ト

へ

に
そ

や

、
愛

を

も

つ
て
予
常

に

い
ふ
、

俳

譜

に
古

人

な

し
、

と
。
去

な

が

ら

、
古

人

の
あ

と

を
踏

て

覚

ざ

れ
ば

、
復
変

風

の
理

は
識

し

ヘ

ヘ

へ

こ
の

タ

メ

ヲ
ソ
ル

が
た

し
。
今

お
も

ふ
処

の
境

に
も
、
此
後
何
人

か
出

て
是
を
擁

ん
。
我
唯
後
世
を
畏
る
な
り
。

む
か
し
よ
り
詩
歌

に
名
あ
る
人
多

し
。
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皆

そ

の
実

よ

り
出

て
、

実

を

た

ど

る

の

み
。
我

は
実

な

き
物

よ

り
実

を

も

と

め
ん

と
思

へ
り
。

8鋤0

6

俳
言

の
弁なり

を
さ
む

お
け

連
俳
元

↓
つ
也

。
意
詞
と
も

に
連

歌
あ
り
、
俳
譜
あ

り
。
心

は
連
俳

に
修

れ
ど
も
、
詞

は
連

と
俳

と
に
別
れ
、
昔
よ
り
沙
汰
し
置

る
事

餅

、

-
よ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヲ

ン

へ

す

べ

な

り

へ

な

り

ど
も
あ
り
。

俳
言
と

い
ふ
は
、
音

に
い
ふ
物

は
都

て
俳
言
也

。
連

歌

に
出

る
音

の
物

も
あ
れ
ど
も
、
俳

言
也
。
屏
風
、
几
帳
、
拍

子
、

13

律

の
調
子

の
類

、
例

な
ら
ぬ
、
胡
蝶

の
類
脇

。
千
句
連

歌

に
出

る
鬼
、
女
、
龍
、
虎
、
期
蠣
千
句
物

の
詞

は
俳
言
な
り
。
連
歌

に
嫌

ふ

翫

こ
と
葉

の
桜
本

飛
梅
、
雲

の
峰
、
霧
雨
、
糠

、
門
出

、
浦

人
、
賎
女
な

ど

の
詞
、
無
言
抄

に
も
紹
巴

の
聞
書

に
も
余
多
見

へ
侍

る
・
隷営

か
や

う

の
類

皆

俳

言

な

り
。

経際国

7

心
の
俳
譜
詞

の
俳
譜

の
弁

名

に
め

で

》
お
れ

る
ば

か
り
ぞ

お
み
な

へ
し

お
ち

わ
れ
落

に
き
と
人

に
か
た
る
な

こ

の

よ
め

ヘ

ヘ

へ

な
リ

へ

此
歌

は
、
僧

正
遍

昭
、

嵯
峨
野

に
て
落
馬
し

け
る
時

読

る
な
り
。
古
今

の
俳

譜

の
手
本
也
。
詞

い
や
し

か
ら
ず
、
心

の
ざ
れ
た
る
を
上

・

・

、

、

、

な

り

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

叡

り

の
句

と

し
、

詞

の

い
や

し

く
、

心

の
ざ

れ
ざ

る
を

下

の
句

と

す

る
也

。

こ

》
ろ

の
お

か

し

き
体

は

、
俳

譜
本

意

也

。

又

往
古

の
俳

譜

歌

、

い
り

雑
体
余
多
あ

れ
ど
も
、

ま
め
や
か

に
お
も

ひ
入
た

る
体

は
、

思

ふ
て
ふ
ひ
と

の
心

の
く

ま
こ

と
に

立

か
く

れ

つ
》
見

る
よ
し
も
が
な

冬
な
が
ら
春

の
隣

の
ち
か
け
れ
ば



中
垣
よ
り

ぞ
は
な
は
散

け
る

な

り

タ

ニ
シ
と

る

又
日
、
春
雨

の
柳

は
全
体
連
歌
也

。
田
螺
取
鳥

は
、
全
体
俳
譜
な
り
。

春
雨

に
嶋

の
う

き
巣
を
見

に
ゆ

か
む

ゆ

か

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

と

い
ふ
発

句

は
、

こ
と
葉

に
俳

諸

な

し

。
浮

巣

を

見

に
行

む
、

と

い
ふ
所

が

心

の
俳
優

な

り
。

霜

月

や
鶴

の

つ
く

ん/
＼

な
ら

び

ゐ

て

冬

の
朝

口

の
あ

は

れ

な

り
け

り

な
り

と

い
ふ
脇
句

は

、

心

詞

と

も

に
俳

譜

な

し
。

発
句

を

う

け

て
、

一
句

の
ご

と
く

い
ひ
な

し

た

る
所

が

俳

譜

也

。

は

い
か

い
は
心

に
あ

り
、

あ
り

こ
の

こ

と
葉

に
有

、

此

句

の
ご

と

き

の
類

、

作

意

に
あ

り
。

一
條

に

お
も

ふ

べ
か
ら

ず

。

ヘ

へ

な

り

ヘ

ヘ

へ

な

く

又

日
、

詩

歌
連

俳

と
も

に
風

雅

は

一
也

。

詩

歌

連

の

い
ひ
余

す

こ
と
葉

迄

も
、

俳

は

い
は
ず

と

い

ふ
事

な

し
。
花

に
鳴

う

ぐ

ひ
す

も
、

こ
ろ

と
び
こ
む

餅

に
糞
す

る
橡

の
先

と
ま
だ
正
月
も

お
か
し
き
こ

の
比
を
見

と
め
、
水

に
す
む
蛙

も
、
古

池

に
飛
込
水

の
音

と

い
ひ
放

し

て
、
草

に
荒

ヘ

ヘ

へ

と

び

い

る

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

た
る
古
道

の
中

よ
り
蛙

の
飛
入
響

に
俳
譜

の
実
情
あ
り
。

8

俳
譜
式
の
事

な
ら

な
り

俳
譜

の
式

は
、
連

歌

の
式

に
致

ひ
て
、
先
達

の
沙
汰

し
け
る
な
り
。
連
歌

に
新
式
あ
り
、
追
加

と
も
に
二
條
摂
政
良
基
公

の
御
作
也
。

な

り

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

さ

る

今

案

は

一
条

禅

閤

の
御

作

也

。

こ

の
三

つ
を

一
部

と
し

た

る

は
、

肖

柏

の
作

な

り
。
連

に
四

と
あ

る
物

を

、
俳

に
は
五

と

し
、

七
句

去

な
り

物
を
ば
、
五
句

去

と
し
、
俳
譜
な
れ
ば
万
事

や
す
く

と
さ
た
し
け
る
と
也
。
今
案

の
追
加

に
漢
和

の
式
あ
り
。
是
を
大
概
俳
譜

の
法

式

と
む
か
し
よ

雲
矯

践
鵬
。
貞
徳

の
鋤
傘
、
場
粥
世

に
多

し
。
是
等

の
式
、
信
用
し
が
た
き
事
も
郁
。
佛
無
副

と

い

へ
る
あ
り
。
大
様

よ

ろ

し
。

去

嫌

も

な
く

て

は
、

調

ひ
が

た

し
。

自

門

に
も

一
書

あ

れ

か
し

と

い

へ
る
も

の
も

あ

れ

ど

も
、

慎

む

べ
き
所

な

り
。

法
式

を

『直指伝』翻刻と考察9(192)



そ
の

た
て

そ
の

定

む
る
と

い
ふ
こ
と
は
、
甚
重

キ
こ
と
な
り
。
さ
れ
ど
も
花

の
本

と
称

せ
ら
る

》
上

に
は
、
其
法
立
ず
し

て
は
、
其
名

の
詮
な
し
。
代
く

に
欧
数
蓼

か
暮

、

世
人
夢

用

ひ
ざ

る
は
、
何

の
故

そ
や
。
私

に
法

を
作

り
て
世
人

に
是
を
ま
も

れ
と
は
・
恥

べ
き
の
事
脇
・
蓋

詳

事
は
、
時
宜

に
も
傑

べ
し
。
箔

は
大

か
た
に
し

て
・
藍

な
り
・

も
し
志
あ

る
門
弟

子
は
・
直
指

の
趣

を
戴

し
て
・
霧

に
自

門

の

な
る

法

と
も

な

さ
ば

成

べ
し
。

9

恋
旅
の
句
の
事

つ
け

ひ
ろ

は

あ

つ
め
お

き

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

恋

の
句

、
昔

よ

り

二
句

付

ざ

れ

ば

拾
ず

。

む

か

し

の
句

は
兼

日

に
恋

の
詞

を
多

く

集

置

、
そ

の
詞

を

つ

ゴ
り

、
句

と

な

し

て
、

こ

〉
ろ

の
恋
を
ば
陽

ざ
る
な
り
。
恋

は
別

し
て
大
切
蟹
。
作
意
易

か
ら
ず
・
宿
黄

宗
劒
・
宗
祇

の
頃
迄
・

三

句

に
て
鵡
事
あ
れ
ば
・
期
例

こ
の

お
く

な
き

に
し
も
あ

ら
ず
。
此
後
、
門
弟

子
議

し

て
、

一
句

に
て
も
置

べ
き
か
、

又
、
前

句
恋

と
も
恋

な
ら
ず

と
も
さ
だ
め
が
た
き
句

あ
る

時

は
、
か
な
ら
ず
恋

の
句

を
付

て
、
前
句

と
も

に
恋

に
取
曙

べ
し
。

か
や
う

の
時

は
・
臨
句

の
み
に
し

て
・
其
次

は
恋
句
を
付

る
臨
灘

わ
け

そ
の

べ
か
ら
ず
。
新
式

に
も

こ
の
御
沙
汰
あ
り
。

し
か
れ
ど
も
、
恋
句

は
分

て
其
座

の
宗
匠

に
任
す

べ
し
。

ひ
ろ
ひ

旅

の
句

、

連

歌

に
は

三
句

つ

ゴ
き

し

か
ど

も

、

二
句

に

て
拾

て
よ

し

。
神

祇

、
釈

教

、

恋

、

無
常

の
句

、

旅

に
て
離

れ
し

所
多

し
。

当

こ

の

流

に

は
旅

、
恋

難
義

に
し

て

一
ト
ふ
し
此

所

に
あ

り
。

連

歌

の
教

に
は

、
旅

体

の
句

、

た

と

へ
田

舎

の
句

な

り

と

も

、

心

を
都

に
通

は

し
、
山
坂
を
越

淀

の
川
船

に
潔

心
も

ち
鶴

て
、
都

の
よ
す
が
を
も
と
む
る

こ

急

な

ど
を
本
意

と
す

べ
し
・

と
鵬
・
霧

砂
心
簾

・

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

少

し
く
趣
意

異
な
り
。

た
と

へ
ば
、
東
海
道
だ
も
見
ざ
る
人

の
風
雅

は
覚
束
な
し
。

10

本
歌
用
捨

新
式

目
日
、
新
古
今

以
後

の
作
者

を
用
ゆ

べ
か
ら
ず
、
と
な

り

。

八
代

集

は
古

今

、
後

撰

、

拾

遺

、
後

拾

遺

、
金

葉

、

詞
花

、

千

載

、

国際経営論集No.13ユ997 (191}1Q



な
り

新
古

今

こ
れ
也

。

と
る

ほ
か

い
ら

新
勅
撰
、
続
後
撰

二
代
を
加

へ
、
十
代
集
を
本

歌

に
取
。

又
、
堀
川
両
度

の
作
者
、
上

の
十
代

の
外

た
り

と
も
、
仮
令
、
集

に
入

ぬ
歌

な
り
と
も
・
作
者

の
吟
味
郁

て
も
ち

ゆ
・

と
な
り
・
後
普
光
恩
院

の
近
代
風
躰

に
、
購
義

に
は
、
堀
川
院

の
喜

ま

で
を
聴

べ
し
、

こ
の

ま
う

し

た

ゴ
し
、

今

は
金

葉

、

詞

花

、

千

載

、

新
古

今

な

ど

を

と

り

た

ら

ん

は
、

何

か
苦

し

か

る

べ
き
、

此
分

、

古

左

府

へ
も
申

侍

る

な

り
。

な
り

連

歌

に
は

、
新

古

今

迄

を

も
取

也

。

証

歌

に

は
、

近

代

の
歌

よ

み

の
歌

を

も
用

ゆ

る

な

り
。

定
家

卿

詠
歌

大

概

に
日
、

詞

不

レ
可

レ
出

二

三
代

二、

先

達

之

所

レ
用

、

新
古

今

、

古

人
之

歌

可

二
同

用

は
之

。

11

本
歌
を
取

と
証
歌

に
引

と
差
別
あ
る
事

新
式

昌

・
人

蕪

撃

し
ら
ざ

る
歌
を
ば
・
簿

に
こ
れ
を
好

む

べ
か
ら
ず
。

こ
と

に
依

て
証
歌

に
は
評

ゆ

べ
し
、

と
な
り
。

本
歌

を
聴

と

い
ふ
は
・
古
歌

の
詞

を
職
合
せ

て
儂

る
を

い
ふ
・
証
歌

は
、
.聡

.
違

ひ
あ

り
.
或

は

一
句

の
余
情

或

は
名
所
等

に
響

た
る
物

つ
く

を

付

る
を

い
ふ

な

り
。

証

歌

は

、

い
つ

れ

の
集

に
て
も

あ

る

べ
き
事

な

り
。

12

輪

回

の
事

新
式

に
日
・
馨

の
な
ど

の
句

に
・

こ
が

る

主

佛

て
、

又
、
紅
葉
を
債

べ
か
ら
ず

。
舟

な
ど
を
債

べ
し
.

こ
が
螢

と

い
ふ
宅

か

つ
け

つ
け

は

る
故

な

り
。

或

説

に
、

夢

と

い
ふ
句

に
面

影

と
付

て
、

又
、

月

花

を
付

る
事

、

面

影

物

と

い

ふ

て
、

近

代

こ
れ

を
付

ず

い

と

い

へ
り
。

更
に
馬

、響

し
・
曄

以
き
ら
ふ
べ
か
ら
ず
・
又
・
花
の
郁
郁
に
・
風
と
も
、
霞
と
も
付
て
、
又
、
勢

募

億

財

螺

か
字

。

つ
け

ふ
た
た
び

た

と

へ
句

数

を

隠

と

い

へ
ど

も

、

一
座

に

こ
れ

を

き

ら

ふ

べ
し

。
他

、

こ

れ

に
准

ず
。

又

、
竹

と

い
ふ
句

に
、
世

を
付

て
、
再

竹

の
句

い
つ
る
時

夜
の
字
を
も
債
べ
か
ら
冤

鰍
の
ご
と
き
類
は
態

轍
陣
な
り
・
又
・
嵐
と
い
ふ
句
に
、
山
を
解

欝

に
富
士
な
ど
佛
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と
り
な
し
や
う

う
ち
こ
し

か

へ

れ
ば
、
取
成
様

に
て
打
越

に
返

る
な
り
。

れ
遠
輪
回
な
り
。

よ
り

こ

れ
ら

の
類

を
嫌

ふ
。

他

、

こ
れ

に
准
ず

。

一
巻

の
中

に
似

寄

た

る
句

を

き
ら

ふ

べ
し
。
サ
」

13

等
類

の
事

等
類

は
、
固
く
犯
す

べ
か
ら
ず
。
他

の
句

よ
り
、
箔
襟

に
我
句
籍

な

る
事
を
し
ら

ぬ
も

の
な
り
・
よ
く
思
ひ
分

て
味

ふ

べ
し
・
親

我
句

に
障

る

他

の
句

あ

る
時

は
、

か
な

ら

ず
我

句

を

戻

る

べ
し
。

趣

向

に
表

と
裏

と

の
事

あ

り
。

句

に
も

よ

る

べ
し

と

は

い
ひ
な

が

ら
、

大
や
う
轡

て
等
類
に
な
さ
ず
職
べ
し
。
古
き
連
歌
に
愈

は
ぬ
方
に
ち
ら
す
濃
彰

と
い
ふ
前
句
に
苗

か
ぜ
の
枝
な
き
花
を
お
く

つ
け

る

ら

む
、

と
付

た

り

。

こ

の
句

、

山

風

の
枝

な

き
花

を
送

る

こ
と

、
全

く
散

た

る
体

に
て
、

前
句

と
同

意

の
連

歌

と

て
、
嬬

頃

さ

た
し

け

る
よ

し

。

ま
た

、

都

を
ば

霞

と

〉
も

に

い
で

し

か

ど

あ

き

か
ぜ

ぞ

ふ

く
白

川

の
関

み

や

こ

に
は

ま
だ

青

葉

に

て
見

し

か
ど

も

ち

リ
メ

紅
葉
散
し
く
し
ら
川

の
関

こ
の
歌

往
昔
よ
り
色

を
分

ち
た
る
作
意

に
依

て
等
類
を
謝
れ
た
り
と

い
ひ
伝

ふ
・

さ
も
麓

べ
し
・
稜

に
憶

ふ
に
・
醤

鞍

快

卯

月

の
頃

み
や

こ
を
出

て
、
+
月

の
こ
ろ
白
川

㌫
恥

紅

葉

の
轡

き
た
る
を
見

て
、
能
因
法
師

の
歌
を
思

ひ
出
し
・
馬
歌

の
妙
絶
を

い

の
が

よ

/
＼

感

得

し

た

る

と

い
ふ
意

よ

り
詠

ぜ

し

歌

な

る

べ
し
。

こ

れ

に

て
等

類

を

よ

く
遁

る

〉
と

い
え

り
。
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14

切
字

の
事



き

た

し

る
し

な
り

む

か
し

よ

り

用

ひ
来

る
文

字

を

も

ち

ゅ

べ
し

。
連

俳

の
書

に
く

わ

し

く
記

て
あ

る
事

也

。
切

字

な

く

て

は
、

発
句

の
姿

に
あ

ら
ず

。

付

き
れ

句

の
体

な

り

。

さ

り

な

が

ら
、

切

字

を
置

て
も

、

付
句

の
姿

あ

り
。

誠

に
切

た

る
発

句

は

す

く

な

し
。

定

ま

れ

る
切
字

は
な

く

と
も

、

き
る

そ

の

そ

の

し
り

切

る
句

あ

り

。

其

分

別
、

切

字

の
第

一
な
り

。

其
位

は
、
自

然

と
発

明

せ
ざ

れ
ば

知

が

た

し
。

猶

伝

法

あ

り

。

あ

こ
く

そ

の
心

は

し

ら
ず

梅

の
花

い
る

カ
タ

ハ
ラ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

き

る

と

い
ふ
発
句
を
し

て
、
切
字

を
入
る
事
を
按
ぜ
し

に
、
傍

に
あ
り
し
其
角

い

へ
る
は
、

こ
の
発
句

は
切
字
な
く

て
も
切
る
や
う

に
侍

る

き

る

い
れ

な
り

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

な

り

、

と

い
ふ
。

い
か

に
も
切

る

な

り
。

た

し

か

に
入

た

る
切
字

な

れ

ど

も
、

初

心

の
人

の
ま

ど

ひ

に
成

侍

る

べ
し
。

こ
れ

ら

の
切

字

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

た

し

な

は
、

初

心

を

教

る
法

に
あ

ら
ず

、

ま

し

て
、

さ

せ

る
事

も

な

き
句

は
、

そ

の
発

句

を

お
も

ひ

と

ゴ
ま

る

と
も

、
常

に
嗜

む

べ
し
。

15

文
章

の
事

そ
う

み

や
う

ユ
イ

ラ
イ

ナ
イ

か

き

こ

れ

か
き

惣

名

を

文

章

と

い
ふ
な

り

。

○
序

に
、
由

序

、
来
序

、
内

序

の
三
体

あ

り
。
由

は
起

る
よ

し

を
書

、

来

は
是

よ

り
前

の
事

を
書

、
内

は

そ

の

か
く

こ

の

か
く

其

書

の
中

の
事

を

書

な

り

。

此

三
体

を

一
つ

に
し

て
序

一
つ
に
書

事

も

あ

り
。

○
践

は

、

ふ

み
と

ゴ
む

る
な

り

。
序

あ

つ
て
後

の
践

な

か
く

か

く

な
り

フ
ミ

く

は
し

く

り
。

序

も
、

践

も

そ

の
書

所

は
同

じ

。
践

は
、

序

よ

り
猶

く

わ

し

く
書

べ
き

も

の
也

。

蹟

と

ゴ
ま

り

て
委

す

る

の
意

な

り
。

序
践

と

も

か
く

な

り

か
く

ヘ

へ

か

く

ヘ

ヘ

ツ
イ

に
年
号
、
月

日
を
書
事
也

。

○
文
章

に
五
字
、
七
字

と
書

は
、
長
歌

の
格

な
り
。

五
七
三
な
ど

》
地
盤

の
詞
を
乱

に
書

に
は
、
或

は
対

お
き

お
く

ヘ

へ

お

く

な

り

あ

る
処

に
は
、

か
な

ら

ず

対

を

置

、

或

は
故

事

を

置

と

き

は
、

故
事

の
対

、

野
山

、

水

辺

、

景

形
等

い
つ

れ
も

対

を

置
事

、

同
前

也

。

こ
と
ば
が
き

そ
の
ア
ヤ

そ
の

○

詞

書

の
書

法

、
和

文

に
は
習

ひ
な

し
。
漢

文

に

は
其

斐

も

あ

る
事

の

よ
し

。

○
記

は
、
其

物

を

記

す

の
意

な

り
。
そ

の
格

は
、
序

蹟

そ
の

な
り

そ
の

ち
が
ひ

に
同

じ
。

意

の
違

ひ

の

み
な

り
。

o
銘

は
、

其

物

に
銘

す

る
意
也

。

其
格

、
前

に
同

じ

。
本

意

の
違

の
み
な

り

。

o
賛

は
、

ほ

む

る
詞

な

り

か
く

な

り
。

讐

ば

、

山

吹

に
発

句

す

る
時

は

、
山

吹

を

ほ

め

て
賛

す

る
也

。

凡

、
文

章

は
、

四

文
字

ノ
＼

に
書

こ

と
大

形

の
格

な

り
。
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16

句
合
判
者

の
事

か

く

い

ふ

カ

ハ
ヅ

ア

ハ
セ

シ
カ

衆

議
判

と
書

は

、
連

中

会

合

し

て
詮

議

、
批

判

す

る
を

云

な

り

。
蛙

合

、
衆

議

判

の
格

な

り
。
故

に
、
判

者

も
碇

と

な

し
。
本

判

と

い

か
な
らず

か
く

か
つ

こ
れ
、

、
、
渉

、

ふ
は
、

判
者

、

必

序

に
て
も

、
践

に

て
も
書

な

り
。
且

又

、
句

引

ま

で
も

付

る
な

り
。
歌

に
歌

合

あ

り
。
是

に
格

を
敷

ふ
。
即

興

の
判

た
て

あ
り

き
き

あ

り
。

兼

日

の
判

あ

り
。

即

興

の
判

は
、

左

右

に
文

台

を
立

て
、

判

者

あ

り
、

難

陳
有

て
、

判

者

こ

れ
を

聞

、

そ

れ

に
も

か

》
わ

ら
ず

、

か
く
な

り

判

を
書

也

。

巻

頭

は
、

多

く

は
持

の

も

の
な

り
。

17

懐
紙
表
裏
用
捨

の
事

さ

り

百
韻

、

本

式

な

り
。

以

下

、

五

十
韻

、

歌

仙

等

は
、

皆

撮

略

の
義

な

り
。

連

歌

の
古

式

は
、

表

十

句

、

名

残

の
裏

六
句

。

月

七
句

去

、

あ
り

か
な
ら
ず

か
く

花
裏

表

に

一
本

づ

》
有

。
表

の
中

に
必

名

所

一
句

あ

り

。
今

も
清

水

連

歌

は
、
斯

の
ご

と

し
。
古

法
表

十
句

の
例

を

ま

も

り

て
、

八
句

の
後

、

二
句

過

る

ま

で
表

に
嫌

ふ
も

の

〉
類

を
、

連

歌

に
は

い
ま

に
到

る
迄

せ
ず

。

俳

譜

に
は
許

す

べ
き

か
。
連

歌

に
龍

、

虎

、
鬼

、

女
、

さ

し
出

た

る
類

は
、

表

の
う

ち

に
嫌

ふ
。
俳

譜

に
も
鬼

女

は

な

り
が

た

し

。

龍

、
虎

は
、

苦

し

か
ら

ず

と
な

り
。

去

な
が

ら

、
句

な
し

ほ
か

こ
ろ
す

キ
ル

シ
バ

す
ぐ

の
主

に
は
成

が

た

し
。

そ

の
外

、

人

を

殺

、

斬
、

縛

る
等

の
類

、

用

捨

す

べ
し

。

是

等

は
、

百

韻

中

一
句

に
過

べ
か

ら
ず

。

或

問

、
恋

た

て

い
は

タ
ト

ヒ

の
詞

、

述

懐

の
類

、

祝

言

に

い
ひ
立

た

る
句

は
、

表

の
中

い
か

ゴ
侍

ら

ん
。

答

て
云

ク
、
句

に
依

べ
し
。

文

字

は
苦

し

か

ら
ず

。

仮
令

祝

言

に

い
ひ
な

す

と

て
も

、

人

の
上

に

い
ふ
は
、

い
よ

ノ
＼

述

懐

な

り
。

花

の
淋

し

き

の
類

は
、

苦

し

か
ら

ず

。
崩

れ

し
壁

に
さ
が

る

そ
の
ほ
か

ゆ

ふ
顔

な

ど

は
、

全

く

貧

家

を

移

す
句

な

れ
ば

、

用

捨

す

べ
し
。

他

人

の
句

は
、

省

む

ま

じ
。

又
問

、

恋

、

無
常

、

其

外

、

表

に
嫌

ふ

も
ち

か
り

故
事
、
本
説
を
下
心

に
持

て
自
地

に

い
ひ
顕
は
さ
ず
、
他

の
物

の
う

へ
に
仮
用

ひ
た

る
な
ど

の
句

の
類

は
、
如
何
侍

ら
ん
。
答

て
日
、

よ
る

ヘ

ヘ

ヘ

へ
き

ら
ふ

大

か

た

は
表

に

き
ら

ふ

べ
し

。
事

に
も

依

べ
き

こ
と
な

が

ら
、

い
つ

れ

と

て
も

か
な

ら
ず

嫌

な

り
。

た

と

へ
詞

に
出

さ
ず

し

て
、

内

心

も
ち

キ

ヨ

キ

タ
ナ

シ

に
嫌

ふ

こ
と

を

畜

た

る

は
、

作
者

浄

か
ら
ず

、

心
汚

稼

。

一
向

う

ち
出

て

い
ひ

た
る

か
た
然

る

べ
し
。

さ

れ
ど

も
表

に
あ

ら
ざ

れ
ば

く
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る
し
か
ら
ず
。
表

に
打
出

せ
と

い
ふ
に
は
あ

ら
ず
。
又
問
、
古
今

の
人
名
、
表

に
出

す
事
如
何
侍
略

ん
。
答

て
日
、
今

の
人
名

は
慎

む

か
な
ち
ず

べ
し
・

古

人

の
名

は
・

も

の

に
よ

り

て
苦

し

か
る

ま

じ
。

さ

れ

ど

も
、

こ

の

み

て

は
無

用

な

り
。

必

き

ら

ふ

べ
し
。

猶

。
伝

あ

り
.

又

ヘ

へ

問
・
懐
紙
に
恋
句
な
く
て
は
叶
は
ざ
る
頴

.、
漏

好
畠

耀

協

に
.
笠
.
て
日
、
フ、
の
事
は
至
て
大
切
の
事
な
り
。
懐
紙
に
恋
句

を
大
切
に
竪

る
事
は
・
神
代
陰

和
合
欝

郊
却罫

婁

離

翫

い
、
静

な
り
.
恋
な
-
て
は
か
な
ひ
が
た
き
事
な
り
.
つ
、

し

む

べ
し

。
プ
リ

ー8

一
巻

句

容

の
事

↓
喬

露

σ
暮

レ
・

一
歩

も
あ
と

へ
帰

る

べ
か
ら
ず

.
行

晦

ひ
意

の
あ
ら

た
ま

る
は
、
嚇
前

へ
欲

こ

急

な
れ
ば

な
り
.

発
句

の
事

は
二

座

の
巻

頭
な
れ
ば

・
初

心
は
遠
慮
す

べ
き
毒

八
雲
御
抄

に
舞

沙
汰
あ
り
.
句

魯

も
錨
膏

、
盤

し
き
を

す

べ
し
・
と
む
か
し
よ
り

い
ひ
伝

ふ
・
羅

の
発
句

は
、
響

襲

よ
し

と
す
.
時
代

に
農

べ
き
事

に
や
笹

り
ん
.
隻

日
よ
り
新
宅

の
会

に
は
・
警

雄

る
な
ど

の
火

の
噂

追
悼

に
離

き
道

、
迷

ふ
道
、
羅

、
隙

婚

る
、
沈

む
、
浪
風
等

の
類
、

忌
揮

る

べ
き

心
づ

か
ひ
あ

る
と
な
り
・
五
体
不
具

の
噂
、

座

に
纂

事

お
も

ひ
め
ぐ
ら
す

べ
し
.
発
句

に
か
ぎ

ら
ず
、

そ

の
、心
も

ち
あ

る
べ
し
.

脇
句

は
・
帝

主

の
作

る
こ
と
・
往
昔

よ
り

い
ひ
伝

ふ
.

し

か
無

、
首
尾

に
も
依

べ
し
.
客

発
句

と

て
、
徒

日
は
、

か
な
ら
ず
客
よ
り

斯

房

検
募

発
鉱

出

鳶

脇

蓉

る
が
ご

と
-
う
け

て
、
蓼

拶

を
郁
侍

り
し
毒

.
雪
月
花

の
事

の
み

い
ひ
た
る
句

に
て
も
、

そ
の
ほ
か

挨
拶

の
意
な

り
・

発
句
塞

に
渡

る
景
物

の

い
つ
る
時

は
、
脇
句

に
て
当
季
を
定
む

べ
し
。
発
句

に
神
舐
、
釈
教
、
其
外

一
事

面

あ

き

ど

り

い
つ
ぺ

ん

る
時

は
・
脇
句

も
そ
れ

に
応

じ
て
債

べ
し
。

た
と

へ
詞

に
出
さ
ず

と
も
、
心

に
は
あ

漢

毒
。
水
祝

ひ
な
ど

の
季
取

一
遍

な
る
発
句

に

は
・
脇
句

に
恋

な
く

て
も
鶴

べ
し
・
発
句

に
農

べ
し
・
繰

、
讃
.
佛

、
撫

郁

、
擬

佛

、
畿

の
類
、
む
か
し
よ
り

い
ひ
伝

ふ
所

と
ま

な
り
・
篁

・

発
句

を
う
け
て
・

つ
り
あ

仇
麟

打
添

て
付

る
を
よ
し

と
す
。
句
中

に
作
意

を
好

む
事
あ

る
ま
じ
.
留

り
字
は
、
韻
字

15(186) 『直指伝』翻刻 と考察

甲NrM酬脚開隔隈踊 陛1馳榊 軸胡細4-一



の
脇
り
よ
う
誓

す
べ
』

手
称
驚

自
然
に
萱

亙

募

慧

い
で
、
応
慧

勢

童

塁

島

句
忠

得

べ
き
は
、
先
発
句

出

る
と
、
能
聞

し
め
、

さ
せ
る
事
な
く
と
も
、
脇
蔚
か
可
葱
を
腰

幡
ナ
様

に
検
掛

い
で
蔚
い
。
鰍
朧

ふ
せ
ず
・
心

な
り

と

ず
か
ざ
れ
ば

、
無
礼

に
し
て
、
無
下
な

る
事
也
。
留

を
韻

と

い
ふ
は
、
文
字

に
て
留

る
ゆ

へ
擶
。
聯
句

の
脇
句

は
・
対
鵬
。
蝪
格

に

な
ら
ひ

ど
め

傲

て
韻
字
留

と

い
ふ
。

第
三
は
、
瀞

に
て
も
、
転
じ
て
欝
膏

す
べ
%

古
法
に
は
霞

り
の
事
沙
汰
な
か
り
し
に
・
婁

宗
祇
の
頃
よ
り
の
格
式
な
塊

疑
ひ
の
切
字
あ
る
発
句
の
時
は
、
第
三
、
鳳
字
に
騨

疑
ひ
の
句
は
二
句
去
ゆ
へ
埠

窪

・
疑
ひ
の
躍
字
な
儒

句
中
に
押

へ
字

あ

り
。

や
、

か
、
何

、

い

つ
の
類

、
諸

書

に

い

へ
る
が

ご

と
し

。

又
、
句

に
依

て
押

へ
字

な
く

て
も

躍

る
事

も
あ

り
。

}
字

躍

な

り
。

を
ら
ん
、
ち
ら
ん
の
類
博

発
句
議

の
時
は
、
第
三
に
藷

せ
ず
と
も
い
ひ
伝
ふ
∴

籏

饗
の
か
な
な
る
故
に
せ
ず
と
噸

は
な
の

か
な

か
な

へ

さ
か
り
趨

月
の
光
趨

の
類
な
り
。
盛
に
て
、
光
に
て
、
と
い
ふ
に
か
よ
ふ
故
鶴
。
に
急

蓉

か
に
照

客

い
か
家

・
に
て

麟
は
、
嫌
ふ
べ
し
.
文
臨

素

羅

蒼

郁

古
法
の
相
伝
萱

一
説
に
・
古
書
貝

籍

韻
字
麟
故
に
・
第
三
・
文
字

麟
並
ば
ざ
る
様
榛

奪

誇

柔

臨

な
ら
ば
・
第
一二
・
文
字
舞

い
ふ
・
愚

暫

悪

蓉

様
伽
払
日篠

難
の
如
き
は
・

毒

達
人
に
あ
り
.
忽

緯

の
臨
を
よ
し
と
霞

鳳
こ
の
道
の
習
ひ
噸

第
三
は
転
ず
る
を
専
と
す
れ
ど
蔑

脇
の
句
に
も
依
べ
し
・

と

り

な

し

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

脇

句

、

違

付

、

取
成

付

等

に

て
、
発

句

に
離

る
時

は
、

第

三
転

ず

る

に

お
よ
ば

ず

。

第

三
転

ず

る
由
来

は

、

発
句

・

神

舐
・

釈

教

・
恋

・

無
常

等

の
句

な
れ
ば
、
脇

も
そ
れ

に
応
ず

る
ゆ

へ
に
、
第

三

㌫
黙

こ
れ
を

か
な
ら
ず
転
じ
・
離

れ
て
付

る
こ
と
な
り
・

四
句

目

は
、

往

昔

よ

り

四
句

目

ぶ
り

な

ど

い

ひ

て
、

や

す
/
＼

と
軽

き
を

よ

し

と

す
。

重

き

は
、

四
句

目

の
慨

に
あ

ら
ず

。

脇

と

ひ

と

し

く

、

句

中

に
作
意

を

も

と

め
ず

、
故

事

、

本

説

な

ど

を

嫌

ふ
事

な

り
。

又

、

四
句

目

に
て
春

秋

の
季

を
続

け
、

月

花

の
句

を
付

る
事

・

か
な

ら

ず

あ

る

ま

じ

き
事

な

り
。

ら
ん

五
句

目
、

七

句

口

の
事
、

三

て
五
覧

な

ど

、
い
ふ
古

説

あ

り
。

七

句

目

も

同

じ

こ

》
ろ
得

な

り
。

第

三
後

は
、

一
順

に
上

の
句

を

賞

翫
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ぜ

ど
め

は
ね
ど
め

と

す
・

中

に
も
月

の
座

は
・

名

あ

る
所

な
り

.

老

者

に
甥

べ
し
。

表

に
同
字

を

嫌

ふ
も

、

懐

紙

を
嗜

む
故

な

り

。

て
留

、

反
留

は
、

句

法

の

一
体

、

表
道

具

な

り
。

う
ゑ

ッ
カ

ユ
ル

初
裏

墨

。て
は
・

四
春
八
木

と
て
、
連

歌

に
古
説

あ
り
。

四
句
暮

を
出

さ
ず

、
八
句

旦

.同
き
栽

も
の
を
出
さ
ず

。
花

に
室

る
遠
慮

な

り
・
誹

諮

に
撫

心
得
脇
・
他

の
句

は
・
返
す

に
及
ぼ
ず

・
春
季
出

な
ば
、
花
を
債

べ
し
.
夢

雅

し
の
花

と

い
ふ
な
り
.
萎

削

そ
の

句

に
秋
句
を
遠
慮

す

べ
し
・
恋

の
句

の
花

は
む

つ
か
し
き
轡

て
連

歌
は
秘
し

て
、
前
句

よ
り

つ

こ

む
と
な
り
.
誹
譜
は
、
其

さ
た

な

し

。

・
ま
れ

へ

月

の
定
座
を

こ
ぼ
す
事
・

五
+
句

よ
り
内

に
は
夢

か
ら
ず

.
奥

墨

。て
、

詠

折
悉

幡
す
こ
し
興

に
も
な

る
も

の
な
れ
ば
、
希

に

な

リ

へ

丹
を

ひ
掌

響

強

・
慰

喬

ぞ

寒

い
。
歌
仙

に
は
、
跡
を

、濤

罫

、
く

る
し
か

b
ず
。
元
来
、
略
式
な

る
が
故
也
.
月

露

宵

の
字

も
・
有
明

も
さ
し
合
た

る
時

は
、
異
名

に
て
す

べ
し
。
実
名

の
し
か
た
は
、
人
く

の
作
立田だ

あ
る

べ
し
。
月
は
、
上

つ

つ
し

の
句

を

賞

翫

と
す

。
落

月

、
無

月

の
句

は
慎

む

べ
し
。

時

に
も

依

べ
し
。

法

に
は

あ

ら
ず

。

す

あ
き

星
月
夜

は
秋
季

に
て
・
賞
翫

の
月

に
は
あ
ら
ず
。
馨

句

に
出

る
時

は
、
素
秋

に
し

て
他

の
季

の
有
明
な
ど

の
句

を
出
す
な
り
。
月

と

い
ふ
字

は
・
五
句
隔

と
新
式

に
見

へ
奮

.
月

二
句
表

に
稔

に
脅

.

こ
の
時

は
、
月
数

八

つ
な
り
.
名
残

の
一畏
は
、
礪

に
も
月
な
し
、
縢　

と

な

り

。

翻

花

四
本

の
内
・
下

の
句

は

一
句
ば

か
り
な
ど
あ
り
.
轡

も
定
座
を

こ
ぼ
す
事
な
し
、
と
な
り
.
或

は
、
賞
翫

の
花

の
句
、
前
句

へ
の

酬

付
意

か
・

又
・
多

句

の
意

か
・

そ

の
実

は
梅
・
菊
・

ぼ
た
ん
な
ど
を
下

心

に
し
て
塾

正
花
と
な
し
た
る
句

は
、
静

木

に
し
た
が

随

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

あ

つ
か

へ

ひ
季

を
さ
だ
む

べ
き
か
.
或
問
、
正
月

に
花

を
見

る
、
九
月

に
花
喋

な
ど

い
ふ
句

は
、
何

と
撤

ふ

べ
き
や
.
狡
.
て
日
、
正
月

の
花

は
陽

舖

春

砂
葵
各
掛
か
幡
・

予
紐

か
い
。
九
月

に
は
な

さ
く
な
ど

い
ふ
句

は
、
非
言
な

り
。
な
き
事
也
。
名
木
を
隠

し
て
、
花

と

い
ふ
句

は
あ

川

カ

ヱ

ー

る

べ
し
・
花

は
桜

の
こ
と
な
が
ら
・
攣

春
花

を

い
ふ
。
婁

を
正
花

に
せ
ず

し
て
は
、
花

の
句
多

く
出

る
ゆ

へ
、
反
り
て
賞
翫
軽
し
.



宗
舐
時
代
迄

は
、
百
句

に
花

三
本
、
雨

一
つ
な
り
。
宗

長

の
時

に
至

て
、
飛

ひ
の
花

禾

、
雨

;

・
勅
許

魚

魏
り
寒

奏
問
せ
ら
れ

て
、

花

四
本

、

雨

二

つ

に
は
極

り

侍

る
な

り

。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

名
残
の
墓

順
も
、
初
裏
Q

、
と
く
軽
ぐ

と
あ
る
べ
し
。

爵

蒔

蓼

忽

、
各
縁

募

体
罫

案

・
句
並
を
追
に
も
及
ば

ず

と

な

り

。

響

は
、
筆

る
が
よ
し
、
と
の
古
説
郁

ム
ヱ

句
に
な
り
・

餐

暦
い
で
興
醒
る
毒

又
・
兼
て
案
蓋

と
会

り
・
発
句
の

ぬ
し

し
ゆ
ひ
つ

主
、
又
亭
主

の
す
鴇

に
あ
ら
ず
。

は
じ

め
の

顧

に
執
筆

の
句

な
く
ば
、
揚
句
を
執
筆

に
さ
す

べ
し
。
発
句

に
麓
文
字
を
用

ひ
ず
・

と
な
り
.
想

続

④
ど

い
訟

～
頓

、
馨

馨

等
総

寒

会
総

紙
貧

」綜

・
斯
幽
・
詠

薩

懲

鴬

ひ
・
発

句
璽

毒

募

募

毎
象

所
墾
客

事
殊

。
獄

み

陣
快

か
奮

歩
発
毎
に
雰

砂

倉
伯
徐

を
櫛
暮

ひ
・
藤

σ

募

郵

麓

。
か
ぶ

花
鯨

肝
慮

、
陽
思

亭
恵

所
縁

か
嫡

雰

嘉

盗

毎
ひ
懸

通
蒜

を
慾

ひ
慕

か
・
又
・

塑
縁

裕
伽
可

画

蟻
募

裕
を
か
所
里
か
都
ソど

か
わ
ね
ゆ

莇
幡
噴
舞

或
塗
聡

裕
を
舗
竺
添

ぶ

0
曲
琳
を
②

愈

ど
わ
ひ
。
常
掛
み

蟻
募

拍
0
句
か
ひ
鞭

を
蜘
を
・み

τ
仲
ひ
ひ
ど
替
独

・
斯
幽
0
寮
鴎

巧
音
に
所
里
掛
を
ど

み
か
・
か

や
み

妻

、
変
億

い
で
、
誌

雰

審

砦

歓

ぼ

畿

踏

い
・
募

息幕

綜

・
稟

櫓
雰

曹

い
盆

愈

い
。
燐
か
⑫
伯
ど
幡
、
粛
0
会
に
称
声
邸
い
。
常
0
会
に
嫡

魯
殊
㊧
佃
b
称
か
小
レ
・
獅
跡
伝
わ
か
・

揚
句

の
大
事

は
、
鱗

ひ
の
花

に
て
春
季

五
句

に
灘

る
と
も
、
揚
句

に
そ

の
季

を
放

す

べ
か
ら
ず

・
た
と

へ
春
季
六
句

に
及
び

て
も
孟

な
り

季
を
続
く
べ
し
、
と
也
.
い
つ
れ
の
季
に
て
も
、
恋
句
に
て
も
、
揚
句
は
蝪
こ
ゑ

へ
は
、
鱗
募

葱

掌

襟

方
額

・
鞍

。麓

え

あ
る

得

有

べ
し

。
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賦
物

の
権
輿

は
・
神
道

よ
り
出

て
・
連
歌

に
は
こ
れ
を
購

、
神
威

を
仰
ぎ
瀞
し

め
た
ま
ふ
こ
と

の
よ
し
.
籍

は
し

か
ら
ず
.
元
来
、

平
俗

の
言
語

に
あ
そ

べ
ば

・
句

の
轄

も
鄙
事

に
多
能
な

る
も
?

故

に
、
揺

錯
雑
清
浄

と

い
ふ

べ
か
ら
ず
.
故

に
賦
物
を
取

.、
と
な

き
も
・
神
秘
を
露

し
て
の
毒

と
・
先
達
既

に

い
ま
し
趣

給

へ
り
.
予
こ
れ
を
仰
義

敬
し

て
、
騒
を
遠
ざ
く
る

の
み
.

し
か
れ

ど
も
・
他
門

の
交
会

愚

へ
ざ

る
も
、
飛
礼

を
失

ふ
こ
と
な
り
.
知
り

て
用

ひ
ざ

る
は
、
偏
僻

の
識
な

か
ら
ん
.
依

て
、
あ
り

の
す
驚

ひ
け

び

に
・

初

学

の
耳

に
ち

か

き
を

挙

る

の

み
・

言

真

理

を

し

ら
ず

.

か
な

ら

ず

よ
、

こ

、
に
引

る
句

を

よ

き

と

い
ふ

に
は

あ

ら

ず

.
唯

、

模
様

の
雛
形

と
思

ふ
べ
し
。

上
何

何
下

一
字
露
顕

二
字
返
音

三
字
上
略

同
中
略

同
下
略

四
字
上
下
略

五
字

上
中
下
略

一
字
借
音

二
字
除
偏

同
除
冠

同
他
添

ほ
か

と
る

な
り

辮

に
も
・
薯

・
作
意

を

い
し
な
く

取

こ
と
の
よ
し
.
然
れ
ど
も
、

一
字
轟

の
外
、
俳
譜

に
は
取

べ
か
ら
ず

と
也
.

凡
、
俳
譜

の
賦
物

は
・

さ
だ
ま

れ
る
峯

あ
ら
ざ
れ
ば
、
噸
発
句

晦

ひ
何
な

り
と
も
興
あ
る
孝

を
と
る

べ
し
.
両
韻

に
通
ぜ
ざ

る
文
字

を
取

な
り

る
こ
と
也
。

上
賦

何
茶

ク

サ

は

つ
花

や
目

ざ

ま

し
草

の
朝

朗

す
べ

ま
ぎ
ら

こ
れ
は
・
朝
茶

と
賜
た

る
な
り
・

発
句

の
中

の
朝

と

い
ふ
字
を
、
何

と
上

舞

た
る
な
り
.
或
説

に
、
樒

て
連
歌

に
紛

は
し
き
文
字
を

と

る取

べ

か

ら

ず

、

と

い

へ
り

。
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下
賦

餅
何

と
り

な

り

.」
れ

は
、
餅

花

と

取

た

る
也

.

句

中

の
花

の
字

を

、
何

と

下

急

な

り
.

右

の

二
句

に

て
上
何

・

何

下

と
取

様
准

へ
て
し

る

べ
し
・

=
子
露
顕

な
げ

か
じ
な
寝

ぬ
は
う
き
世

の
子
規

と

いリ

.、
れ

は
、
寝

を
立
臼
と
取

た
る
な
り
.
句
中

の
興
字

を

=
義

て
、
別

の
物

に
顕
は
毒

.
気
を
木
・
名

を
勲

羽
を
歯

に
顕

は
す
事
・

余

は
准

へ
て
し
る

べ
し
。

二
字

返
音

籠

で
買
そ
ら
ね
も
高

し
時
鳥

こ
れ

な
し

田疋
は
、
句
中

の
き
す
を
返

し
て
杉

と
為

た
る
也
。
音
を
返
す

こ
と
、
何

に
よ
ら
ず
鰍

の
ご

と
し
・
作
意
麓

べ
し
・

三
字
下
略

メ

カ
ス

月
は

{
つ
影

は
眼
数

の
詠

め
哉

日疋
は
、
句
中

の
ひ
と

つ
の

つ
の
文
字

を
略
す

れ
ば
、
人

の
字

な
り
.
上
略

、
中
略
、

四
字
上
下
略

・
拳

上
中
下
覧

膜

紫

な
り
・

別

に
取
様
、
引
句

に
及
ば
ず
。
余

は
准
知

べ
し
。

}
字
借
音

ヒ
タ

イ

白
雪
は
山
の
額
の
化
粧
哉

　

あ

.疋
は
、
句
中

の
け
し
や

つ
の
け
文
字

禽

て
、
毛
と
離

し
む
る
な
り
.
句
中

の
音

を

=
喬

て
臨

方

に
賦

べ
き
物

の
急

騰

く
し
る

～

ヨ
ミ

き
き

様

に
す

べ
し
.
訓

に
唱

ふ
る
も

の
に
聞
し
む

べ
し
.

牽

露

に
似

た
難

、
音
を
僻

、
藤

に
訓

鍮

ど

の
差
別
な
り
・
よ
く
味

ひ

知

べ

し

。
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二
字
除
偏

龍
門
な
ら
で
都

へ
の
ぼ
れ
鱈
の
魚

こ
れ
は
・
句
中

の
鱈

の
字

を
・
偏
を
曝

ば
、
雪

の
字

に
な
る
鶴
。
或

は
、
松

の
字

の
木
偏

を
除
ば
公

に
な
り
、

明

の
字

の
日
偏
を
除
ば

こ

の
こ

こ
ろ
え

な
り

月

に
な
る

の
類
、
皆
此

心
得
也
。

同
佗
添う

ぐ

ひ
す
や
よ

む
歌
毎

に
は
ね
題
目

こ
の
ほ
か

よ
り

な
り

是

は
・
句
中

の
毎

の
字

に
木
偏
を
添
れ
ば
梅

の
字

に
な

っ
て
、
鶯

に
似
合

し
き
文
字

に
な
る
也
。
此
外

に
、
猶
作
意

に
依
、

い
ろ
く

の
賦
棚
あ
り
。
家

/
＼

の
宗
匠

の
流

に
依

て
は
、
取
様

に
違

ひ
あ
り
。

ほ
か
と
る

一一

百
韻

の
俳
譜

に
は

一
字
露
顕

の
外
取

べ
か
ら
ず
。とる

な
り

凡
、

賦

物

、

神

祇

、

賀

鑓

、
追

福

等

の
座

興

に
取

事

也

。

と
る

賦
物

取
様

、

数

多

あ

る
事

は
、

千

句

万

句

に
取

と

き

の
古

法

な

り
。

常

は
取

も

の

に
あ

ら
ず

。

千

句

発
句

、

数
十

句

鶴

。
春

三
句

、

秋

三
句

、

夏

二
句

、
冬

二
句

な

り
。

十

句

の
中

、

一
句

は
名

所

あ

り
。

又
、

な

き
も

あ

り
。

こ
の
み

よ
る

好

に
依

。

又
、

花

の
通

題

、

月

の
通

題

あ

り
。

あ

る

も
し

と
る

と
ま

メ
ヅ

ラ

シ
キ

千

句

の
時

は
、

習

ひ
あ

り
。

発

句

の
切

字

、

脇
第

三
、

各

希

奇

。
切

字

も
留

り
字

も
有

べ
し
。

若

、

発

句

に
賦

物

を
取

と

き

は
、

あ
り

な
し

同
じ
賦

に
職

べ
か
ら
ず
。
千
句

は
伝
授
な

き
人
有
。
成

が
た
し
。
連
衆

も
巧
者
を
撰

ぶ
べ
し
。なり

巻
頭

の
発
句

は
・

た
け
高
き
発
句

を
本
意

と
す
。
鱗

た

る
発
句
は
、

か
な
ら
ず
無
用

の
事
也
.
題

も
初
春
、
霞
、
鶯
、
梅

の
類

ゆ
め

よ
ろ

し
。

め
づ

ら

し

く

せ

ん

と

て
、

俗
過

た
る

題

な

ど

は
、

巻

頭

の
発

句

に
努

く

あ

る

べ
か
ら
ず

。
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蹟

⑱

世
尊
、
金
婆
羅
華

を
拮

た
ま

へ
ば
迦
葉
笑

ひ
、
夫
子
、

一
貫
す
れ
ば
曽

子
唯

す
。
蛎
書

や
、

む
か
し
・
は
せ
を
の
翁
・
武

の
深
川

に
い

ま
せ
し
と
き
、
両

の
手

に
桃

と
桜

の
花
を
拮

て
、
其
嵐

の
二
士

に

つ
た

へ
給

ふ
け
る
よ
し
、
誠

に
俳
譜

の
正
法
眼
蔵

と
謂

つ
べ
し
。
さ

こ
の

ま
れ

そ

の
あ
る

れ

ど
、

此

書

、

世

に
稀

に
し

て
、

其
有

事

を

だ

に
し

れ

る
人

な

し

。

然

る

に
、

紫

江
老

人
、

壮

年

の
頃

、

其

晋

子

の
な

が

れ
よ

り

つ
た

へ
て
、
久
し
鳶

家

に
+
襲

せ
ら
れ
し
が
、
罐

か

つ
て
予
に
見

る
事
を

ゆ
る
さ
れ
て
・
巻
銃

手

の
お
く

ツ」
と
を
し
ら
ず
・
つ
ら
ー

こ
れ
を
隙

す
る

に
、
誠

舞

文

の
淳
朴
な

る
、
蒙

の
親
切

な
る
・
古
翁

の
幾

ま
が

ふ

べ
く
も
あ

ら
ね
ば
・
あ
な
が
ち

に
簿

て
・

こ
れ

を

梓

に
し

、

こ
れ

を

公

に
せ

ん

と

す
。

さ

は
、

翁

の
騨

尾

に
付

て
名

望

を

世

に
求

め

ん

と

に
は
あ

ら

ず

。

こ
れ

た

穿
翁

を

し

た

ふ

あ
は

て
翁

に
逢

ざ

る
同

志

の
た

め

に
、

い
さ

、
か
利

益

せ

ん

と
す

る

の

み
。

こ
れ

を

よ

ま

ん
学

者

、
何

ぞ

翁

に
逢

ざ

る
を

恨

と

せ
ん
。

巻

中

そ
の
う
ん
あ
う

な
を
口
伝
多

し
。
伝
あ
ら
ば
、
正

に
其
纏
奥

を
得

ん
。
惟
告
安
永

三
甲
午

の
と
し
夏
五
月
某
日

二
柳
庵

三

四
坊
誌圏
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二
柳
庵
蔵
板

陶
圏

安
永
四
乙
未
年
正
月

京
寺
町
二
条
下
ル
町

野
田
治
兵
衛

江
戸
室
町
三
丁
目



須
原
市
兵
衛

大
坂
心
斉
橋
南
壼
丁
目

石
原
茂
兵
衛

す
じ
よ
う

二

『
直
指
伝
」

の
素

性

ま
ず
・
公
刊

携

わ

っ
た
人

々
か
ら
解
決

し
て
お
く

こ
と
に
す
る
.
安
永
甲
午

三

年

.
毛

七
四
)
五
月

の
年
口万
、
日
付

で
序

を

書

い
て
い
る

(本
文

捻

「
護

と
も

に
年
号
、
月

日
を
勲
肇

鶴
」

と
記
さ

れ
て

い
る

こ
と
を
導

し

て
い
る
わ
け
で
あ

る
)
は雛

紫
江
坊
栢
舟

で
あ

る
・
栢
舟

に

つ
い
て
は
、

『俳
文
学
大
辞
典
』

(角

川
書
店
、
平
成
七
年
+
月
刊
)
の
加
藤
定
彦
氏
蟄

の

宿

舟

L

の
項

に
よ

っ
て
・

そ

の
ア
ウ
ト
ラ

イ
ン
を
智

得

る
こ
と
が
で
き
る
.
生
年

は
、
宝
永

四
年

(
毛

・
七
)
の
由
.

と
す
る
と
、

『直
指

伝
』

の
序
を
書

い
た
安
永
三
年

(
毛

七
四
)

は
、
六
+

八
歳

と

い
う
こ
と

に
な
る
.
享
年

は
、
未
詳

の
由
.
馬
光
門
.
序
を
摯

し

た
折

は
・
大

坂
住
・
俳
論
書

『
鎌

講

』

(明
和

五
年
序
、
明
和
七
年
蹟
)
が
あ
る
由

で
あ

る
が
、
未
見
.
序
文

と
同
じ
く
安
、踏

短

五
月

に
竪

を
書

い
て

い
る

の
は
三

柳
庵

一西

坊
.

こ
れ
も
、

『
俳
文
学
大
辞
典
』
を
.攣

、

田
中
道
雄
氏

の
執
筆

に
な
る

三

柳
L

の
項

に
よ

っ
て
・

ア

ウ

ト

ラ

イ

ン
を

見

て

お
≦

」
と

に
す

る
.

享

保

八
年

(
毛

二

三
)

に
生

ま

れ
、

享

和

三
年

(
天

。

三
)

に
没

し
て

い
る
・
享
年

八
+

一
・
茜

門
・

『直

指
伝
』
の
践
を
書

い
た
折

は
、
大
坂
住
.
田
中
道
甕

は

「
童
日
讐

原
茂
兵
衛

(五
晴
)
の

俳
書

出
版

に
も
協
力

し
て
・
中
興
運
動
を
大

(隣
で

担

っ
た
」
と
記
し
て

い
る
が
、

『直
指
伝
』

の
出
版

に
か
か
わ

っ
た
三
圭
日
騨

の

一
が

石
原
茂
兵
衛

で
あ

る
こ
と
・
右

の
翻
刻

の
通

り
で
あ

る
.
板
本

三

冊
子
』

の
安
永

五
年

二

七
七
六
)
付

の
序
茎

日
い
て

い
る
半
化

坊
誰

と
も
・
同
じ
希
因
門

と

い
三

と
も
あ
り
、
交
流
が
あ

る
.
ち
な

み
に
閲
更

は
、
享
保
土

年

(
一
七

三

ハ
)

に
生

ま
れ
、
寛

政
+
年

(
毛

九

八
)
・

七
+
三
歳

で
没
し

て

い
る
.

も
う

天

、

『直
指
伝
』
出
版

に
携

わ

っ
た
人
物

で
、
三
圭
日
騨

の
中

の

一
、

野
田
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治
兵
衛

は
、
板
本

『
三
冊
子
』

の
出
版

に
も
携
わ

っ
て
い
る

の
で
、

こ
の
人
物

に
も
昔

し
て
お
い
て
よ

い
か
も
し
れ
な

い
・
塵

治

兵

衛

と

も
。

俳

譜

書

林

。

そ

.」
で
、

い
よ

い
よ
序

.
践

を

通

し

て

『直

指

伝
』

の
素

性

を
追

っ
て

み
る

こ
と

に
し

た

い
・
架

蔵

本

の
書

誌

に

つ
い

て
は
・

す

で

に
小
響

頭
に
記
し
て
お
い
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
.
『国
書
替

録
』
に
よ
れ
ば
、
現
在
、
架
蔵
の
他
に
京
大
頴
原
文
庫

富
山
県
立

図
雛

志
田
文
庫
、
天
理
璽

田館
綿
屋
文
庫

三

本
)
箴

さ
れ
て
い
る
こ
と
轍

る
.

;

だ
け
加
え
て
お
く
な
ら
ば
・
架
蔵
本
巻

査

返

部
分
の
刊
記
の
箇
所
に
は

三

柳
庵
蔵
板
L
の
下
に
國

の
誰

が
押
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
・
三

柳
庵
蔵
板
」
と
同
意
か
・

あ
る
い
は
二
柳
の
手
沢
李

あ

っ
た
と
い
う
.」
と
を
示
す
馨

印
で
あ
る
の
か
.
藁

れ
の
跡
馨

し
い
・
二
柳
の
愛
馨

で
あ

っ
た

こ
と
も
想
像

さ
れ

る
の
で
あ
る
。

最
初

に
注
目
す

べ
き
は
、
栢

舟

の
序

の
中

の
左

の
箇
所

で
あ

る
。

こ
の

ナ
ツ

キ

些

目
、
も
と
標

題
を
記
さ
れ
ず
.
巻

の
中

に
直
指

の
文
字

も
あ
れ
ば
、
素
書

に
難

ひ
、

こ
を
猷

に
讐

と
し

て

(以
下
略
)
・

『直
指
伝
』

(
『俳

書

指
伝
』
)

は
、
本
来

の
書
名

で
は
な

か

っ
た
、
と

い
う

こ
と
な

の
で
あ

る
・

こ
の
記
述

は
・
本
書

の
存
在

の
信

漣

を
考

え
る
上

で
意
外

に
大

き
な
重

み
を
持

っ
て

い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
.
本
来

は
、
伝
芭
頚

筆

の
響

名

の
俳
論
書

で
あ

っ
た

と

い
,つ
の

で
あ

る
.

そ

の
書

に

置

指

伝

』

な

る
書

名

を

付

し

た

の

は
、

誰

か

.

ほ

か
な
ら

ぬ
栢

舟

で
あ

る

こ
と
を

・

栢
舟

自

身

歪

q

白

し
て

い
る
の
で
あ

る
.

.、
の
馨

な
態
度

は
、
該
書

に
対

す

る
栢
舟

の
信
頼

か
ら
生
ま
れ

て
い
る
の
で
あ

ろ
う
・
栢
舟

の
命
名

の
拠

っ
て
き

た

る

と

こ

ろ

の
記

述

は
、

「
俳

譜

式

の
事

」

(8
)

の
条

の
左

の
部

分

で
あ

る
。

幕

の
事
は
、
時
宜
に
惚

し
.
箔
は
大
か
た
に
し
て
、
聯

・
も
し
志
あ
る
門
弟
子
は
・
直
指
の
趣
を
勲
謬

三

攣

自

門

の
法

と
も

な

さ
ば

成

べ
し
。

み
ず

か

テ、
.、
で

の

「
直

指

」
は
、

俳

糞

に
対

す

る
芭

蕉

自

ら

の
折

々

の
指

導

、

と

い

っ
た
限
定

さ

れ

た
意

味

で

の
用

法

で
あ

り
・

必

ず

し
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も

;

星

体
を
紛

べ
る
に
ふ
さ
わ
し

い
よ
う

な
使
用
例

で
は
な

い
が
、
栢
舟

は
、

「直

指
」
本
来

の
止.心味
、

す
な
わ

ち
端
的

な
本
質
把
握

の
指
導

の
意
・

と
し

て
拡
大
し

て
流
用
、
書
名

と
し
た
の
で
あ

ろ
う
.
小
稿
で
も
、
奎

日
を
便
宜
的

に

『直
指
伝
』

と
呼
称

す
る
が
、

本

来

は
・
無

書

名

の
芭

蕉

俳

論

書

で
あ

っ
た

と

い
う

こ
と

は
、

+

分
過

ぎ

る

ほ
ど

注

立臼心し

て

お

い
て

よ

い
で
あ

ろ
,つ
。

そ

こ
で
、

本

書

(
『直

指

伝

』
)

の
伝

来

の
経

路

で
あ

る
。

栢

舟

は
、

ま
ず

、

よ
む

蛎

蕃

は
・
み

ち

の
く

須
賀

川

て

ふ

む

ま

や
ち

な

る
並日
流

の

ひ
め
鮮

し

を
、
僕
が

若

か
り

し
年

ゾ
」
ろ
、
読

こ

と
を

ゆ

る

さ

れ
、
伝

う

つ

へ
謄

し
侍

り

ぬ
。

と
記
し

て
い
る
・

こ
の

「
晋
流
」

と
は
、
誰

か
.

こ
れ
も

『俳
文
学
大
藍

ハ』

に
よ

っ
て
弊

博
氏
執
筆

の

「並
日
流
」

の
項
を
見

て
み

る
こ
と

に
す

る
・
延
宝

八
年

三

ハ
八
〇
)

に
生

ま
れ
、
宝
暦

±

年

二

七

六

一
)

に
八
+

二
歳

で
没

し
て

い
る
.
そ

の
著

『蕉
門

録

』

は
・

よ

く
智

れ

て

い
る
.

生

ま

れ

は
、

上

州

(驚

県

)
.
後

、

須

賀

川

(福

島

県

)
住

.

栢

舟

は
、

須

賀

川

の
並日
流

の

も

と

で
・

『直

指

伝

』

を

披

見

書

写

し

た

と

い
う

の

で
あ

る
。

そ

れ

が
、

い

つ
の
時

期

か
は
定

か

で
な

い
。
栢

舟

は

署

か
り

し
年

ゾ
」
ろ
L

と

言

っ
て

い
る

。

栢

舟

の

序

は

、

さ

ら

に

次

の

よ

う

に
続

く

。

と
き

き
き
う

晋

嬰

云

・

こ

の
書

は
・

翁

世

に

い
ま

そ

か

り
け

る
時

、

其

角

、

嵐

雪

が

と
も

が

ら

に
、

・
つ

か
ら

説

給

憲

ど

も
を

聞

得

る

こ
と

さ
づ
け

の
齢

ひ
も

や

す

る

と
、
難

つ
ら

も

と
な

く

お

ぼ

し
、

み
つ

か
ら
書

し

て
授

給

ふ
、

と

な

り
。

こ
の
部
分
あ
た
り

か
ら
・
記
禁

や
や
曖
昧
と
な

っ
て
き
て
、

書

の
癖

性

に
、
残
念

な
が
ら
腎

が
差
し
て
く

る
.
栢
舟

が
こ

の
序

を
書

い
て

い
る
安

永

三

年

(
毛

七

四
)

の
時

点

で
、

晋

流

は

す

で

に
没

し

て

い
て
、

没
後

+

三
年

が

経

過

し

て

い
る
.

栢

舟

と

晋

流

と

の
年
齢

差

は

・

二
+

七
歳

.

署

か
り

し
年

ご

ろ
L
の
栢

舟

は
、

晋

流

を

「
並曼

」
と
呼

ん

で

い
る

の

で
あ

る
.

問
題

は
、

こ

.」

か
ら

で
あ

る
・

晋

流

の
言

に
よ

れ
ば

、

芭

蕉

は
、

当

初

、

置

指

伝

』

の
内

容

を
、

其

角

、

嵐

雪

に

・
述
筆

記

さ

せ

よ
,つ
と

思

っ
た
が

、

正
確

さ
を
期
し
て
・
自

ら
籍

し
た
と

い
う

の
で
あ
る
.

「
み
つ

か
ら
書

し
薦

給

ふ
」
と
は
、
同
内
容

の

『直
指
伝
』
を
其
角

と
屡

ヨ

『直指伝』翻刻 と考察25(176)
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そ

れ

ぞ
れ

に
、

と

い
。つ
.」
と

な

の

で
あ

ろ
・つ
か
.

皿日
流

は
、

其
角

、

嵐

雪

、

双
方

と
交

流

が
あ

っ
た

(『
蕉

門

録

』
参

照

)
・

『
蕉
門

録

』

の
膀
人
序

に

「
築
月
洞

の
、天

(箸

注

.
並日
流

の
別
号
)
、
元
禄

の
こ
ろ
よ
り
凡
耳
順

の
歳
月
を
蕉

門

に
遊

ん
で
・
享

(薯

注

.

其
角

の
別
口写
)

の
膓
を
探

り
、

四
時
折

々
の
景
物

に
流
行

し
て
蕉
門
録

の

棄

な
り
ぬ
」

と
見
え

る
よ
う

に
・

そ
し
て
寛

延
四
年

(
]

七

互

)

の
自
蹟

に

琶

蕉

二
霊

日
門

藍

日
流
自
践
L
と
見

え
る
よ
う

に
、
晋
流

は
、
其
角
門

・
と
す

る
と
・
栢
舟

が
晋
流

の
も
と

で
披
見
し
た

置

指
伝
』
は
、
其
角

所
持

の
伝
芭
蕉
皐

本

を
筆
写

し
た
も

の
と

い
・2

」
と

に
な
る

の
で
あ

ろ
う

か
・
「
晋
流

の
ひ
め
置

れ

し
を

」

の
書

き

ぶ
り

に
は

、

原
本

そ

の
も

の

で
あ

る
よ

う

な
響

き

も

あ

る
。

こ

の
あ

た

り

・
奮

と

し

て

い
る
・

栢

舟

の
序

は
、

『直

指

伝

』

の
信

糠

性

を

次

の
よ

う

に
も

記

し

て

い
る

。

我
友

二
柳
庵
、

.」
の
書

を
読

む
こ
と
謙

匙

を

て
云
、
紫

は
文

の
膨

を
飾

ら
ず
・

ま
た
其
颪

の
二
子
の
。
・蓼

あ
ら
ず
・

、る
ま

め

や

か

に
、

清

き
水

の
流

れ

て
、

石

を

あ

ら

ふ

が
ご

と
し

。

翁

の
自

ら
筆

を

と

ら

し

て
、

記

し

た

ま

ふ

に
疑

ひ
な

き
物

な

り
・

あ
つ
さ

ち
り
ま

を

し

む

べ
し

、

玉

を

渕

に
潜

め

ん

こ

と

を
。

我

請

ヒ
得

て
梓

に
鐘
。め
、

同

じ

志

な

る
人

/
＼

に
お

し

ひ

ろ

め

ん
。

ヒ

漣

、『繕

伝
』
の
信
纏

を
語
ら
せ
て
い
る
の
で
あ
る
.
二
柳
披
見
の
書
は
、
栢
舟
筆
写
本
.
そ
れ
ゆ
え
・
二
柳
は
・
諒

呼

容

よ
り
判
断
し

て

「
翁

の
自

ら
筆

を
と
ら
し

て
、
記

し
た
ま

ふ
に
疑

ひ
な
き
物

な
り
」
と

の
結
論

を
導

い
て

い
る
の
で
あ
る
・
其
角

や

嵐
雪

に
よ

る
潤
色

は
施

さ
れ
て

い
な

い
と
い
う

の
で
あ
る
。
出
版

に
踏

み
切

っ
た

の
が

二
柳

の
意
志

で
あ

る
こ
と
も
明
記

さ
れ

て
い
る
・

二
柳

の
蹟
も
、
右

の
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
、
序
践
、
呼
応
し

て
い
る
。

け
み

そ
の

そ
の

つ
ら

/
＼

こ
れ

を
閲

す

る

に
、

誠

に
其

文

の
淳

朴

な

る
、

其

教

の
親

切

な

る

、
古

翁

の
筆

授

、

ま
が

ふ

べ
く

も
あ

ら

ね
ば

、

あ

な

ご
ひ

が

ち

に
乞

得

て
、

こ
れ

を
梓

に
し
、

こ

れ
を

公

に
せ

ん
と

す

。

な

お
、

二
柳

は
、
奢

の
筆
写
、
伝
来

の
過

程
を

「
紫
江
老
人
、
壮
年

の
頃
、
其
晋
子

の
な
が
れ
よ
り

つ
た

へ
て
・
久

し
く
菱

に

+
襲

せ
ら
れ
し
が
」
と
記
し

て

い
る

の
で
、
芭
蕉
ー

其
角
ー

晋
流
ー

栢
舟
ー

二
柳

と
理
解

し

て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
・
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序
践

の
検
討

は
、

こ
れ

で
聯

え
る
。
た
だ
、
公
刊
し
た

二
柳

が
、
本
書

を

「
芭
蕉
庵
桃
青
述

晋
其
角
編
集

三
四
坊
校
合
」

と
し

さ
づ
け

て

い
る

と

こ

ろ
は

・
何

と

も
釈

然

と

し

な

い
ζ

」
ろ

で
あ

る
.

琶

蕉

庵

桃

青

述

L

で
は

な

く

し

て
、

「
み
つ

か
ら

書

し

て
授

給

ふ
」
た

の
で

は

な

か

っ
た

の

か
・

「
翁

の
自

ら
筆

を

と

ら

し

て
、

記

し
た

ま

ふ
」

た

の
で

は

な

か

っ
た

の
か
。

「
皿
・
其
角

編

集

」

の

編

集

」

と

は
・

ど

の
よ

う

な

こ
と
だ

っ
た

の
か
、

「
三

四
坊

校

合

」

の

「
校

合

」

と

は
、

ど

の
よ

う

な

こ
と

だ

っ
た

の

か
、
等

々
で
あ

る
。

三

『
直
指
伝
」

の
内
容

そ
れ

で

は
・

伝
来

に
曖

昧

さ

が
あ

る

こ

と

を
承

知

し

つ
つ
、

次

に
進

ん

で
、

置

指
伝

』
と

は
、

ど

の
よ
・つ
な
内

容

の
俳
論

書

で
あ

っ

た

の

で
あ

ろ
う

か
・

す

で

に
小

稿

の
冒

頭

で
述

べ

て

お

い
た

よ
う

に
、

土

芳

の

『
三

冊

子
』

と
深

い
か

か
わ

り

を
有

し

て

い
る

の

で
あ

る
。土

芳

の
著
作

と
さ
れ

て

い
る

『三
冊

子
』
は
、

『駿

紙
』

『あ
か
さ
う
し

赤
讐
紙
』

『
わ
す
れ
み
つ
』

(板
本

で
は

『黒
さ
・つ
と

)
の
三
部
よ
り
構

成

さ
れ

て
い
る
・
土
芳

の
自
筆
本

『
三
冊
子
』
は
、
早

の
と
こ
ろ
出
現

し
て

い
な

い
。
富

山
奏
氏

の
編

に
な
る

『校
本

三
冊
子
』

(和
泉
書
院
・
昭
和

辛

八
年
±

月
刊

)
は
、
伝
存

す
る
諸

本

の
中

の
芭
蕉
翁
記
念
館
本
、
梅
主
本
、

石
馬
本
、
安
、水
板
本

の
四
種
を

対
校

し
た
も

の
で
あ

る

(富
山
養

は
、
芭
蕉
翁
記
念
館
本

の
本
文

を
高

く
評
価

さ
れ
て

い
る
)
。
伝
本
は
、

こ
の
四
種

に
限
ら
れ
る
も

の
で
な

い
・
日
本
古
典
文
学
大
系

蓮

歌
論
集

俳
論
集

』

(岩
婆

居

、
昭
和

三
+

六
年

二
月
刊
)
中

の

「
俳
論
集
」
の

〈
解
説
〉
に

お
い
て
・
井
本
壁

氏
が
詳

し
く
触

れ
ら
れ

て

い
る
が
、
氏

は
、
特

に
上
野
図
書
館
蔵
本

(現
国
会
図
圭
日
館
蔵
本
)

の
本
文

に
注
目

さ

れ

て

い
る
。

第

一
部

か

ら
第

三
部

ま

で

の
三

冊

を

『白

讐

紙

』

『赤

讐

紙

』

『
わ

す

れ

み

つ
』

(
『黒

さ
う

し
』
)
が
、

そ

れ
ぞ

れ
占

め

る

わ

け
で
あ
る
が
・
そ

の
内
容
関
係

は
、

必
ず

し
も

薮

し
て

い
な

い
。
例

え
ば
、
芭
蕉
翁
記
念
館
本

の
第

二
部

の

『赤
讐
紙
』

の
内
容

が
、

安
永

板
本

の

『黒

さ
う

し
』

に
該
当
す

る
と

い

っ
た
具
合

で
あ

る
。
た
だ
し
、
第

蔀

に
据

え
ら
れ

て
い
る

『白
壁
紙
』

の
内
容

は
、
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諸
本

い
ず

れ
も

薮

し
て

い
る
。

.、
の
あ
た
り

に
も

『白
羅

』

の
性
格

が
魏

し
得

る
か
も
し
れ
な

い
・

い
ず
れ
も
師
芭
蕉

の
説
を

と

祖
述

す
る
と

い
・つ
形
態

を
採

り
な
が
ら
も
、
他

に
比

べ
て
、

『白
讐
紙
』
が

蕃

体
系
的

で
あ

る
よ
う

に
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
・

そ

し

て
、
ム
フ
注

目

し

て

い
る

『
直

指

伝
』

の
内

寡

、

こ

の

冒

讐
紙

』

と

重

な

る

の
で
あ

る
。

す
な

わ

ち
・

右

に
翻
刻

し

た

『直

指
伝
』

の

蕃

最
初

に
置

か
れ

て
い
る

「
変
化
之
事
」

(
-
)

の
章
段

と
、

器

最
後

に
置

か
れ
て

い
る

「
賦
物

の
事
」

(P
)

の
二
章

段
を
除
く
全
+
七

の
章
段

が

冒

讐
紙
』
と
重

な
る
の
で
あ

る
。
配
列

も
、
ま

っ
た
く
同
じ

で
あ

る
。
た
だ
・

三

冊

子
』

(『
白
羅

』
)

が
師
説
を
祖
述

す
る
か
た
ち
藻

っ
て
い
る

の
に
対

し
て
、

置

指
伝
』
が
芭
蕉
そ

の
人

の
述
作

と

い
う

か
た
ち
藻

っ
三

る
の
で
・

語

り

手

の
違

い

(土
芳

か
、

芭

蕉

か
、

と

い
う

)

は
、
当

然
、

細

部

に

お

い
て
顕
在

化

し

て

い
サ43
。

右

の
翻
刻

に
お

い
て
、
私
は

置

指
伝
』
の
本
文

に
傍
点
を
付
し
た
。

そ

の
傍
点
箇
所
が
、

冒

難

』
の
本
文
と
大
き
く
異
な
る
箇

所

で
あ

り
、

そ

れ

ゆ
え

に

『白

讐

紙

』

の
解

読

に
資

す

る
と

こ
ろ
大

で
あ

る

と
思

わ

れ

る

の

で
あ

る

が
・

詳

し

く

は
・

節

を
改

め

る

こ

と

に
し

た

い
。
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四

『
直

指

伝

」

の
本

文

の

正
確

性

従

来

、

先

に
も

述

べ
た

よ
・つ
に
、

尾

形
仇

氏

や
東

聖

子
氏

に
よ

っ
て
、

『
直

指

伝
』

は

、

『
三
冊

子
』

の

「
剰

窃

」

と

い
う

こ
と

で
片

付

け

ら

れ

て
き

た

.

「
剰

窃

」

と

は
、

他

人

の
文

章

な

ど

を

盗

ん

で
捏

造

す

る

こ

と

で
あ

る
。

と

す

る

と
・
捏

造
者

は
・

誰

か
・

晋

流

か
、

栢

舟

か
、

二
柳

か
。

.」
の
三

人

の
中

の

天

か
、

あ

る

い
は
、
何

人

か

で

の
共

犯

と

い
う

こ

と

に
な

ろ

う
・

と
な

る
と

・

三
人

の

中

の

天

か
、

二
人

か
、

三

人

か

は
、

三

冊

子
』

(
冒

讐

紙
』
)

の
本

文

を

読

ん

で

い
た

こ
と

に

な

る

の

で
あ

る
・

が

・

置

指

伝

』

 は
、
少

な
く
と
も
現
存
す

る

『白
讐
墾

と
は
別
種

の
伝
本

に
拠

つ
て
い
る
畠

心
わ
れ
る
愈

が
あ

る
の
で
あ
る

(
】
部
後
述

す
る
)
・

と
な

る
と
、
荊

窃
L
説

は
、
該
当
し
な
く
な
る

の
で
あ

る
。

ル
↓

が
芭
蕉

で
あ

る
と
す
れ
ば
、
芭
蕉

の
時
代

に

冒

讐
紙

』
と
同
内



容

の
伝
書

が
門
弟
間

に
禦

か

に
流
布
し

て

い
た
と
し

て
も
、
何

の
不
思
議
も
な

い
の
で
あ
る
。
「赤

双
紙
、
白
双
子
と
て
翁

の
口
伝

を
土

芳

に
と
ど
め
」

(鳥
酔

「
伊
賀
実
録

」
)
、
「
こ

の
書

は
土
芳

の
聞
書

な
り
」

(石
馬
本

『
三
冊

子
』
石
馬
前
文
)
、
「
白
双
紙
、
赤
艸
紙
、
忘

水

の
三
冊

は
、
親
弟
土
芳
、
祖
翁

の
膝

下

に
在

て
、
示
教

の
金
言
を
手
つ

か
ら
書
写
す
も

の
也
」

(猿
錐
本

『
三
冊
子
』
蝶
夢
奥
書

)
等

の
言
説

も
、

す

べ
て
後
代

の
も

の
で
あ

る
。
木
吾
著
、
安
永

三
年

(
一
七
七
四
)
成
立

の

『
も
ろ

つ
ば

さ
』

に
、

赤
羅

白
双
紙
と
い
へ
る
書

懸

銭

れ
り
と
間

今
篠
存
せ
り
や
、
と
問

篭

騒
は
毒

が
、
そ
の
世
に
ま
の
あ
た

あ
り

り
翁

に
聞
け
り
し
聞
書

に
し
て
、
文
庫

(筆
者
注

・
再
形
庵
)

に
有
。
他
見

を
堅
く

ゆ
る
さ
ず

と
。

と
見
え
る
も
、

こ
れ
も
後
代

の
資
料

で
あ
る
。
芭
蕉

と
同
郷
伊
賀
上
野

の
高
弟

(親
弟

)
土
芳

に
対
し

て
、
芭
蕉
が
、
特

に
目
を
掛

け

ま
な

て

い
た
こ
と
は
・
間
違

い
な

い
。
が
、
其
角
や
嵐
雪

も
、
芭
蕉

が
若

き
頃

か
ら

の
子
飼

い
の
愛
弟

子
で
あ
る
。

『
白
雌
又
紙
』

の
内
容
が
、

土
芳

の
み

に
伝
授

さ
れ
た
と
考

え
る

こ
と

の
ほ
う

が
、
不
自

然
な

の
で
は
あ

る
ま

い
か
。
先

に
も
述

べ
た
ご

と
く
、
『白
讐
紙
』
と
同
内

容

の
伝
書

が
・
土
芳

も
含

め
て
、
高
弟

の
間

に
、
穰

か

に
秘
伝
書
的
な
相
貌

を
帯
び

て
滲
透

し
て

い
た

の
で
は
あ

る
ま

い
か
。
土
芳
も

書
写
、
入
手
す
る
機
会

を
得
、

そ
の

『
白
讐
紙
』

に
刺
激

さ
れ
て
、
折

々
の
断
片
的
な
師
説

の
聞
書

き
を
ま
と
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ

『赤

壁
紙
』

『
わ
す
れ
み
つ
』

(
『黒

さ
う
し
』
)

と
し
て
ま
と
め
た
ー

こ
れ
が
現
存

す
る
土
芳

の

『
三
冊

子
』
な

の
で
は
あ

る
ま

い
か
。

今

日
ま
で
の
、

『直
指
伝
』

に
関
し

て
の
最
も
詳
し

い
論

考
は
、

田
中
道
雄
氏

の

〈
二
柳

の
俳
論
〉

(大
谷
篤
藏
編

『近
世
大
阪
藝
文

叢
談
』
・
中
尾
松
泉
堂
、
赤

尾
照
文
堂
、
昭
和

四
十

八
年
三
月
刊
、
所
収

)
で
あ

る
。
田
中
道
雄
氏

は
、

二
柳

の
他

の
俳
論
書

『俳
諸

二

十

五
箇
条
短
綬
録
』
等

に
目
配

り
さ
れ
な
が
ら
、

『直
指
伝
』
を
、
内
部
徴
証

的

に
、

二
柳

の

『
白
讐
紙
』
の

「
改
窟
」
に
よ

る
偽
書

と

結
論

し
、

二
柳
俳
論
書

の

一
つ
と
し

て
位
置
付

け
て
お
ら

れ
る
。
「
改
窟
」
、
公
刊

に
至

る

い
き
さ

つ
に

つ
い
て
は
、

支
考
系

の

『
二
十

五
箇
条
』

に
対

し
、
蕉
門

二
大
支
流

の
他

の

一
た
る
其
角
系

に
伝

わ
る

『
二
十
五
箇
条
』
が
あ
り
、

『
白
双
紙
』

は
こ
れ
と
関

連
あ

る
其
角

の
聞
書

と
信

じ
た
の
で
は
あ

る
ま

い
か
。
恐
ら
く
栢
舟

は

『白

双
紙
』
だ
け
を
入
手
し
た

の
で
あ
ろ
う
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が
、
前
半
俳
譜
本
質
論

.
後
半
連
句

作
法
論
を
成
す

『白

双
紙
』

の
大

ま
か
な
構
成

が

『
二
十

五
箇
条
』

に
似

る
点
も
、

二
柳

に

そ
う
思
わ
せ
た
の
で
あ

ろ
う
。

と
述

べ
ら
れ
た
上

で
、

上
坂
三
年

目
、
閲
更
、
麦
水
等
希
因
門
諸
家

の
論
書

出
版

に
刺
戟
を
受

け
て

い
た

二
柳

が
、
栢
舟

の
資
料
提
供

を
受

け
て

一
書
編

纂
を
目
論
見
、

か
ね
て
意
を
致
す
と

こ
ろ
を
行
間

に
折

り
込

む
ー

1
真
相

は
か
く

の
ご

と
く

で
は
あ
る
ま

い
か
。

と
結
論

さ
れ

て

い
る
。
田
中
道
雄
氏

が
述

べ
ら
れ
る
ご

と
く
、

『直
指
伝
』
中

に
て
用

い
ら
れ
て

い
る

「
調
諫

」
の
語

一
つ
を
と

っ
て
み

て
も
、

『直
指
伝
』

に
二
柳
色

は
認
め
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。

「
三
四
坊
校
合
」
な

る
こ
と
を
明
記

し

て
い
る
と
こ
ろ
に
も
、

二
柳

の

「
意

き

ち

を
致

す
と
こ
ろ
を
行
間

に
折
り
込
む
」
姿
勢

が
窺
知

さ
れ
る
か
も

し
れ
な

い
。
が
、

そ
れ
は

「
改
窟
」
と
呼

ぶ
べ
き
も

の
で
は
な
く
、

『白
讐
紙
』

と
内
容

を

一
に
す

る
芭
蕉
伝
書

(す
な
わ
藁

置

指
伝
』
)

の
真
摯

な
読

み
と
し

て
評
価

さ
れ
る

べ
き
も

の
だ
と
・
私

に

は
思

わ

れ

る

の

で
あ

る
。

「
改
窟

」

と

は
、

自

分

の
都

合

の

い

い
よ

う

に
内

容

を
書

き

か
え

る

こ

と

の
意

に

ほ

か
な

ら

な

い
か

ら

で
あ

る
。
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*

そ

こ
で
、
ま
ず

は

『直
指
伝
』

の
内
容

の
正
確

さ
に
注
目
し

て
み
る

こ
と

に
す
る
。

『
直
指
伝
』

の
中

の

「俳

譜

の
濫
膓
」

(2
)
中

に
左

の
箇
所

が
あ

る
。

日
本
記
を
按
ず
る
に
、
景
行
天
皇
四
+
年
冬
+
貝

購
叢

嘆

東
征
し
給
ふ
.
雰

す
で
に
平
ら
ぎ
・
巌

轟

よ
り
帰
り
給

ひ
、
常
陸
を
経
て
、
甲
斐
に
到
り
、
酒
折
の
宮
に
居
た
ま
ふ
時
に
、
隷

し
て
奮

せ
ら
る
。
こ
の
夜
・
歌
焦
壌

.儒

.巷
に
問
て

日

へ
に
ひ
ば
り
つ
く
ば
を
す
ぎ
て
い
く
よ
か
ね
つ
る
。
.諦

艇

苛

答
る
事
あ
た
は
ず
。
時
に
灘

番
在
て
・
御
歌
の
末
に
続
て

う
た
ひ

す
な
は
ち

サ
ト

キ

歌

て

日

へ
か

、
な

べ
て
よ

に
は

こ

、
の
よ

ひ

に
は

と
を

か
を

。
即

乗

燭

人

の
聡

明

こ

と
を

誉

給

ひ

て
、
脚

く

め

ぐ

み
た

ま

ふ
。
釈



}

こ
れ

日
本
紀

に
云
、
是
連

歌

の
濫
膓

な
り
。

こ
の
部
分
・
土
芳

の

『
白
讐
紙
』

(便
宜
的

に
石
馬
本

に
よ

る
。

以
下
、

『白
讐
紙
』

の
引

用
は
、
同
じ
)

に
は
、

日
本
武
尊
東
夷

せ

い
ば

つ
の
下
向
、
吾
妻

の
筑
波

に
て
、

新
針

つ
く
ば
を

こ

へ
て
幾
夜

か
ね
ぬ
る

お
ほ
せ

と
仰

ら
れ
け
れ
ば
、

か

～
な

べ
て
夜

に
は
九
夜

日

に
は
十
日

よ

と
簾

し
の
鞘

の
搬
侍
る
。
響

歌
の
.韓
と
す
と
い
へ
り
。

と
記

さ

れ

て

い
る
。

こ

の
繁

簡

の
差

は
、
何

に
由

来

す

る

の
で
あ

ろ
う

か
。

『直

指

伝

』

が

、

『白

冊

子

』

に
拠

っ
て

い
な

い
こ
と

だ

け

は
・

明

ら

か

で
は

な

か

ろ

う

か
。

内

容

的

に
は

、

置

指

伝

』

の
ほ

う

が
豊

饒

、

か

つ
正
確

で
あ

る
。

.」
れ
を

し

も

『直

指

伝

』
が

『
三

冊
子

』

(
『白

蔓

紙

』
)

の

「
到

窃

」
、

あ

る

い
は

「
改
窟

」

と
言

う

の

で
あ

ろ
う

か
。

晋

流

、

栢

舟

、

二
柳

の

い
ず

れ

か

に
よ

る

(田
中

道
雄

氏

に
従

え
ば

・

二
柳

の
可

能

性

が

最

も
高

い
、

と

い
う

こ
と

に
な

る
が

)

『白

讐

紙

』

の

「
到
窃

」

「
改
窟

」

と
見

る

よ
り

も

、

彼

等

が

披

見

し

た

伝
芭

蕉

自

筆

本

系

の
伝

書

が

、

伝

存

の

『白

讐
紙

』

の
諸

本

と

は
別

種

の
も

の
、

と
見

る

ほ
・つ
が

は
る

か

に
自

然

で
あ

ろ

う
。

が
・

こ

の

サ

ン
プ

ル
は
、

二

つ
の
本

文

が
あ

ま

り

に
違

い
過

ぎ

る

の

で
、

二
著

作

の
関

係

を
考

え

る

に
は
、

あ

ま

り

ふ

さ

わ

し

く

な

い
か
も

し

れ

な

い
。

別

の
サ

ン
プ

ル
を

示

そ

う
。

『
直

指

伝

』
中

、

「
俳

譜
式

の
事

」

(
8
)
の
章

段

の
左

の
箇

所

に
注

目

し

て

み
よ

う

。

な
り

連

に
四
と
あ

る
物
を
・
俳

に
は
五
と
し
、

七
句
叢
物
を
ば
、
五
句
去

と
し
、
俳
譜

な
れ
ば
万
事
や
す
く

と
さ
た
し
け
る
と
也
。

短

い
箇

所

な

の
で

わ

か

り

や

す

い
で
あ

ろ
う

。

こ

の
部

分

、

『
白

讐

紙

』

(石

馬

本

)

で
は

、

よ
う
つ

連

に
五

と
数

あ

る

も

の

は
、

四

つ
と

し
、

七
句

去

る
も

の
は

五
句

と
な

し
、

万

俳

譜

な

れ
ば

事

を

や

す

く
沙

汰

し

け

る

と
也

。
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と
な

っ
て

い
る

。

「
連

に

四
と
あ

る
物

を
、

俳

に

は
五

と
し

」
と

は
、
連

歌

に
お

け

る

コ

座

四
句

物

」
に

つ
い
て

の
記

述

で
あ

る
。

ち

ひ
も
と

な

み

に
、

肖

柏

の

『連

歌

新

式
追
加
並
新

式

今

案

等
』
を

繕

く

な
ら

ば

、

コ

座

四
句

物

」

(百
韻

の
中

で
四

回

の
使

用

が
許

さ

れ

て

い
る

も

の
)

と

し

て

「
雪

、
有

明
、

関

、

氷

、

鐘

、

空

、
宮

、
朝

、
夕

、

鳥

、

火

、

玉
、

葉
、

寝

、

天
、

屋

、

戸

」
等

が
挙

げ

ら

れ

て

い
る
。

俳

譜

に
お

い
て

は
、

こ

れ
ら

連

歌

の

コ

座

四
句

物

」

は

「
五
句

」

に
緩

和

さ

れ

て

い
る

の

で
あ

る

(貞

徳

『俳

譜
御

傘

』
参

照

)
。

そ

れ

ゆ

え
、

『白

蔓

紙

』

(石

馬
本

)

が

「連

に
五

と
数

あ

る
も

の
は

、

四

つ
と

し
」

と
記

し

て
し

ま

う

と

、
意

味

を

な

さ

な

く

な

る

の

で

あ

る
。

こ

の
箇

所

、

『
白

讐

紙
』

の
諸

本

、
芭

蕉

翁

記

念

館

本

は
、

「
連

に

三

つ
の
数

あ

る

、

四

つ
と

し
」
、
梅

主

本

は

、

「
連

に
三

つ
の

数

あ

る

を
、

四

つ
と

し
」
、
安

永

板

本

は

「
連

に
三

と
数

あ

る
物

は
、

四

と
し

」
と
、

そ

れ

ぞ

れ
な

っ
て

い
て
、

石

馬

本

以

外

は
文

意

が

通

じ

る

の

で
あ

る
。

上

野

図

書

館

本

(現

国
会

図

書

館

本

)

は
、

『直

指

伝

』

同

様

「連

に
四

と

数

あ

る

も

の

は
・

五

つ
と
し

」

と

あ

る
。

『直

指

伝

』

の
拠

っ
た
本

文

が

、

正
確

で
あ

る

こ

と

が
納

得

し
得

る

の

で
あ

ろ
う

。

こ

の
箇

所

に
限

ら
ず

、

『直

指

伝

』

の
本

文

は
、

上

野
図

書

館

本

(現

国

会

図
書

館

本

)

と

一
致

す

る

と

こ

ろ
少

な

く

な

い
が
、

今

は
省

略

す

る
。
1
ー

こ

の

一
例

を

も

っ
て
し

て
も

、

『直

指

伝

』

は
、

『
白
讐

紙

』

の
本

文

校

定

に
参

考

と

な

る

こ
と

が

、
十

分

に
窺

知

し
得

る

で
あ

ろ

う
。
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五

『
直
指
伝
」

の
内
容

の
的
確
性

次

に

『直
指

伝
』
の
本
文

が
、

『白

讐
紙
』
の
本
文

の
内
容
を
的
確

に
読

み
解

く
た
め
に
、
す
こ
ぶ
る
有
効

で
あ

る
こ
と
を
、
こ
れ
も

一
、

こ
の
具
体
例

に
よ

っ
て
示
し

て
み
る
こ
と

に
し
た

い
。
先

の

「
連
歌

の
濫
膓
」
の
箇
所

で
見
た
ご
と
き
、
事
実

の
指

摘

で
、
『白
讐

紙
』
解
読

に
資
す

る
箇
所
、
少
な
く
な

い
が
、
そ
れ
ら

は
ひ
と
ま
ず
除

い
て
、
内
容

理
解

に
か
か
わ

る
記
述

に
注
目
し

て
み
る
こ
と
に

す

る
。

ま
ず

は

『直
指
伝
』
中

「
恋
旅

の
句

の
事
」

(
9
)

の
章
段
中

の
左

の
箇
所

で
あ
る
。



の
る

あ
り

連

歌

の
教

に
は
・
旅

体

の
句

・

た

と

へ
田
舎

の
句

な

り

と
も
、

心

を
都

に
通

は

し
、

山

坂

を
越

、

淀

の
川

船

に
乗

、心
も

ち
有

て
、

都

の
よ

す

が

を

も

と

む

る

こ

ゑ

な

ど

を
本

意

と

す

べ
し
、

と
鶴

.

俳

譜

の
心
得

は
、

少

し

く

趣

意
異

な

り
.

た

と

へ
ば

、

東

海

道
だ
も
見
ざ

る
人

の
風
雅

は
覚
束

な
し
。

『白
讐
紙
』

(石
馬
本
)

の
、

こ
の
箇
所
は
、

籠

の
句

は
・
た
と
ひ
田
舎

に
て
す
る
と
も
、
心
を
都

に
し
て
、
相
坂
を

ア」
へ
、
淀

の
川
舟

に
の
る
、心
持
、
都

の
便
球

る
心
遜

本

意

と
す

べ
し

と

は
・

連
歌

の
教
脇

、

と
あ

り
.

又
、

東
海

道

の

一
す

じ

も

レ

り
ぬ
人

、
風

雅

に
覚

束

な

し
、

と

も

云

り
、

と
有

.

と
記

さ

れ

て

い
る
・

従

来

・

連

歌

の
旅

論

に
続

け

て

の
芭

蕉

の
言

葉

藁

海

道

の

一
す

じ
も

し
ら

ぬ
人

、

風
雅

に
覚

束

な

し

L

が
、

文

脈
的

に
か
な
り
唐
突

の
感
が
す
る

の
を
否

め
な
か

っ
た
.
が
、

置

指
伝
』
の
ゾ
」
と
≦

俳
譜

の
、心
得

は
、
少

し
く
警

異
な
り
L
璽

文
を
中

に
入
れ
る
と
・
途
端

に
こ

の

蘂

の
不
自
然

さ
が
解
消

さ
れ
る
の
で
あ

る
.

す
な

わ
ち
、
連

歌

の
旅

の
句
が
あ
く
ま
で
も

「
本

意
」
中
心
義

で
あ
る

の
に
対

し
て
、
芭
蕉
俳
譜

の
旅

の
句

は
、
脱

「
本
意

」
、

す
な
わ
ち
醸

義

だ

と

い
・つ
の
で
あ
る
.
そ

の
意
味

で
の

「轟

道

だ
も
見
ざ

る
人

の
風
雅
は
覚
束

な
し
」

で
あ

り

「
東
海
道

の

一
す
じ
も
し
ら

ぬ
人
、
風
雅

に
覚
束
な
し
」
だ

っ
た
の
で

あ
る
・

「俳
譜

の
心
得

は
・
少
し
嚢

異
な
-
」
と
の

麦

は
、
棄

原

語

伝
』
に
備

っ
て

い
た
も

の
か
、
第

三
者

に
よ

っ
て

縢

加

え

ら

れ

た

も

の
な

の
か
・

定

か

で
な

い
が
、

い
ず

れ

に
し

て
も

冒

讐

紙

』

の
件

の

一
条

の
解

読

に
大

き
な

ヒ

ン
ト

を
与

.え
て
く

れ

翻

る

の
で
あ

る
・

關

続

い
て

『直
指
伝
』
中

の

コ

巻
句
容

の
事
L

(娼
)

に
お
け
る
冒
頭

の

案

に
注
目

し
て
み
よ
・つ
.
書

～

随

し

た
が

ヵ

ナ

し

む

一
巻

は

、
旅

路

の
ご

と

し
.

一
歩

も

あ

と

へ
帰

る

べ
か

ら
ず

.

行

に
随

ひ
意

の
あ

ら

た

ま
る

は
、
唯

剛

へ
行

.」
急

な

れ
ば

な
り

梱

『白

讐

紙

』

(石

馬

本

)

に
は
、

左

の
ご

と

く
記

さ
れ

て

い
る
。

知

師

の

い
は
く
・
た
と

へ
ば
歌
仙
三

+

六
歩
鶴
・

一
歩

も
跡

に
帰

る
心
な
し
.
律

し
た
が

ひ
心

議

鵬
、
た

ゴ
先

へ
會

、心
な

3

一



な
り

れ
ば

也

。

な
り

「
た
と

へ
ば
歌
仙
、

三
+
六
歩
也
」

と

の
芭
蕉

の
言
葉

は
、
よ
く
知

ら
れ

て
い
る
が
、
コ

巻

は
・
旅
路

の
ご

と
し
L
と

の
讐
喩

の
方

が
面
白

い
し
、
説
得
力
も
あ

る
。

.」
ん
な
芭
蕉

の
遺
語

の
見
え

る
伝
書

藻

か
に
流
布
し

て
い
た
可
能
性
を
・
即
座

に
否
定
し

て
し
ま

い
、
第

三
者

に
よ
る
芭
蕉
遺
語

の
捏
造
と

い
・三

と

で
、
簡
単

に
片
付
け

て
し
ま

っ
て
よ

い
の
で
あ
ろ
う

か
・

『
直
指
伝
』
が
其
角
系

の

伝

書

で
あ

っ
た

と
し

て
も

、

そ

の
内

容

か

ら

し

て
、

芭

蕉

と

の

か

か
わ

り

を
全

否

定

は

で
き

な

い
よ
・つ
に
思

わ
れ

る
が

・

い
か
が

で
あ

ろ

う

か
。

も

。つ

一
例

だ

け
見

て

お
≦

」
と

に
す

る
。

.」
の
サ

ン
プ

ル
は
、

大

い

に
注

目

し

て

い

い
。

こ
れ

も

置

指

伝

』
の

コ

巻
句

容

の
事

」

(
18
)

中

の
左

の

一
条

で
あ

る
。

或
問
、
正
月

に
花

を
見

る
、
九
月

に
花

嚥
な
ど

い
ふ
句

は
、
何

と
講
.ふ
べ
き
や
・
答

て
日
・
正
月

の
花

は
陽
春

の
美
名

な
れ
ば
・

子
細

な

し

。

九

月

に
は

な

さ

く
な

ど

い
ふ
句

は
、

非
言

な

り
。

な

き
事

鶴

。

『白

讐

紙

』

(石
馬

本

)

に
は
、

次

の
ご

と

く

あ

る
。

或

は
、
正
月

に
華
を

み
る
、

ま
た
、
九
月

に
花
囎
な
ど
浮

、

い
か
が
と
斎

、
師

の
い
は
く
・
九
月

に
護

く
な
ど

い
ふ
句

は

な
り

非

言

な

り
。

な

き
事

也

。

.、
の

『
白
雌
垂

の
不
可
蟹

も
、
先

の

置

指
伝
』
の

蘂

で
氷
解

し
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。

『
轟

紙

』
の
諸
本

は
・

い
ず

れ
も

「
正
月

に
華

み
る
」

と
の
問

に
は
、
鮫
口
え

て
い
な

い
の
で
あ
る
。
明
ら
か

に
、
本
文

の
脱
落

で
あ
ろ
う
・
対

し
て
・

『直
指
伝
』

に
は
・

芭
蕉

の
解
箪

正
月

の
花

は
馨

の
美
名
な

れ
ば
、
子
細
な
し
」
が
明
記

さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
.

こ
れ

;

を
も

っ
て
し
て
も
・

『直

指
伝
』
の
資
料
的
価
値

は
、
無
視

し
得
な

い
で
あ

ろ
う
。
決

し
て

『皇

垂

の

「
劉
窃
」
、
あ

る
い
は

「
改
塞

と
し
二

蹴
し
得
な

い

の

で
あ

る
。
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今

は
・

こ
れ
以
上

に
サ
ン
プ

ル
を
挙
げ

て
忽
卒

の
間

の
蕉
雑
な
考
察
を
続
け
る

フ、
と
を
控

え
る
が
、
私

が
翻
刻
本
文

に
付

し
た
傍
点

部
を
中

心

に
し
て
・
子
細

に
本
文
を
辿

っ
て

い
く
な
ら
ば
、

百

讐
紙

』
解

読

へ
の
多

く

の
ヒ
ン
ト
が
得

ら
れ

る
と
田
心
わ
れ
る

の
で
あ

る
。

私

が

『直

指

伝

』

を
再

評
価

す

る

ゆ

え

ん

で
あ

る
。

(平
成
九
年

(
一
九
九
七
)
五
月
五
日
了
)

『直指伝』翻刻 と考察35(lbb)
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